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［今号の表紙］
　市民活動サポートセンター・多目的展示コー
ナーでの、「市民が考えるまちづくりビジョン／
2030年市民生活シナリオ」の発表と意見交換
の会の風景。
 2014年6～10月、まちプラン市民会議とまち
づくり市民ネットワーク・さいたまが市内3か所
で延べ8日間にわたって開催し、さいたま市職
員を含む多くの市民が参加した。
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〒336-0917 埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21（地域生活デザイン内）
tel & fax : 048-876-1782　e-mail : jimu@tsukutama.info
http://www.tsukutama.info

●編集・発行／2015年5月（通算第4号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

さいたま市の
都市マスを読む

特
集
P.2

P.6

P.7

奈良 吉倫 さん
［ 特定非営利法人都市づくりNPOさいたま副理事長 ］

まちづくり市民ネットワーク・さいたま
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

P.4

まちプラン市民会議のコーディネート
市民が考えるまちづくりビジョンの作成

つくたまプロジェクトレポート

インフォメーション

つくたまとは？

桜環境センターが開設 さいたまトリエンナーレ
開催に向けて

第8回アートフル
ゆめまつり開催

6
28

　4月1日、さいたま市桜区の鴨川・鴻沼川合流点近
くに、市内4箇所目の環境センターとしてオープンし
た。同施設には温浴施設やレストランの他、環境を
体験的に学ぶことができる展示やプログラム、ビオ
トープや活動スペースなどが設けられており、「成長
する施設」を目指している。

調査及び研究事業
見沼田んぼ景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの
活用を含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま
百景普及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／東大宮商店街地域つな
がり力アップ支援事業／5つのワーキンググループ活動

情報発信事業
Webサイト、FBの運用／チラシ・リーフレットの発行／つくたま情報紙の発行

普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
さいたま・まちプラン市民会議の事務局支援／南区民会議活動支援業務／
中央区区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支援

市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／さいたま市民自治フォーラム

その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／さいたま市地域包括支援センター
運営協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアクションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

　協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）
を掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費5,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資
金的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」では
ありませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

6月～2月 さいたま・水とみどりの
アカデミー（全10回）

【主催】NPO法人水のフォルム
【場所】浦和コミュニティセンター
人間が英知を積み上げた都市や価値観は正しかった
のか、水と緑の視点から深く考える。
www.w-forum.jp/

「天覧山谷津のホタル観察会」
の巻

【主催】天覧山・多峯主山の自然を守る会
【場所】能仁寺（飯能市）
ホタルの数え方や生態をレクチャーしてから天覧入り
ホタルの里で観察。
www.tenranzan.com/

7
19
プロジェクトワイルド・
エデュケーター講習会

【主催】さいたま市桜環境センター
【場所】さいたま市桜環境センター
野生生物をテーマとした環境学習プログラムの一般
指導者養成講座。
www.sakura-kc.saitama.jp/

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

　4月16、22、29日の3日間、2016年秋のさいたまト
リエンナーレ開催に向けたオープンミーティングが、
浦和、岩槻、大宮の3箇所で開催、目指す方向性や準
備の説明と意見交換が行われた。各会場には、まち
づくりやアートなどに関わる多くの市民が集まり、開
催に向けた期待の高さが伺えた。

　4月26日、大宮のまちがアートとパフォーマンスに
染まる「アートフルゆめまつり」が開催され、主催者発
表で4～5万人が来場した。今年は新たに平成ひろば
で「おおみや杜の市」を企画、地元の飲食やアートクラ
フト物販の出店など、新たなにぎわいが生まれた。

イベント
報 告

イベント
報 告

イベント
報 告

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

03
October.2014
vol.

［今号の表紙］
　さいたま新都心は、国の機関の移転整備や
民間企業誘致、さいたまスーパーアリーナなど
集客施設を備える新しい街で、2000年5月5
日に「街開き」が行われた。
　“パブリックアート”が積極的に取り入れられ、
街のあちこちに現代彫刻が点在している。写真
は「モーレソースの丘」（三梨伸）。歩行者空間
と植栽空間を区切る設えを兼ねている。
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〒336-0917 埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21（地域生活デザイン内）
tel & fax : 048-876-1782　e-mail : jimu@tsukutama.info
http://www.tsukutama.info

●編集・発行／2014年10月（通算第3号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

まちづくりとアートの関係
～さいたま市、今後への期待

特
集
P.2

P.6

P.7

中村 誠 さん ［ SMF事務局 埼玉県立近代美術館主席学芸主幹 ］

アートフルゆめまつり実行委員会
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

11・12

インフォメーション

つくたまとは？

【主催】アニ玉祭実行委員会
【場所】大宮ソニックシティ

アニ玉祭 アニメ・
まんがまつりin埼玉

川口アート散歩
川口染織業の記憶を
たどる「糸のみち」

10 10
12

11
2

第四回本庄オープン
古（フル）ハウス

10
19

川口染織業の記憶をたどる「染のみち」と、「織のみち」
の2ツアー。
www.artplatform.jp/event2014/flier/itonomichi.pdf

【主催】あなたとどこでもアート実行委員会
SMF（Saitama Muse Forum） 【場所】川口市

【主催】第11回さいたま市みどりの祭典実行委員会、
さいたま市 【場所】市民の森・見沼グリーンセンター

【主催】ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム実行
委員会 【場所】さいたま新都心付近

古い建物「古ハウス」と「古い生活」を通して「これか
らの暮らし」を考える。
http://ninokura.web.fc2.com/open-o-house-all.html

【主催】古ハウスオープナーズ
【場所】Cafe NINOKURA

アニメと観光をテーマに、県内を中心にアニメの聖
地が大集合。
www.anitamasai.jp/

調査及び研究事業
見沼田圃景観創造プロジェクト／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾
の開催／さいたま百景選定事業／つくたま10周年記念事業／埼玉県景観整
備機構活動（景観DBの活用を含む）／上尾市区画整理公園実施設計業務

情報発信事業
Webサイト、FBの運用／埼玉住まい・まちづくり交流展2013／Who's Who／
つくたま情報紙の発行

普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
さいたま・まちプラン市民会議2013～2014／見沼区民会議活動支援業務／
中央区区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支援／さいたま
カーフリーデー2014／大宮の街づくりを盛り上げるシンポジウム企画実施

市民活動支援事業
天沼住宅地区計画検討支援／浦和常盤8丁目地区計画検討支援／さいたま
市民自治フォーラム

その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／さいたま市地域包括支援センター
運営協議会／さいたま市都市計画マスタープラン改定調査委員会／埼玉県
景観審議会／つくたまアクションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

　協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）
を掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。
●賛助会員（年会費5,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資
金的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」では
ありませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集
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第11回さいたま市
みどりの祭典

10

みどりに触れ、親しみ、楽しむ祭典。市内の緑、自然
環境、農業関係の団体が多数参加。
www.city.saitama.jp/001/010/009/p037415.html

城下町岩槻鷹狩り行列

【主催】城下町岩槻鷹狩り行列実行委員会
【場所】東武アーバンパークライン 岩槻駅付近

3

2013年に始まった新しいイベント。将軍の鷹狩り行
列と、藩主の出迎え行列が見所。
www.takagari.jp/

11

第10回さいたま百景巡回ツアー
「見沼代用水西縁周辺をめぐる」

【主催】さいたま百景選定市民委員会
【場所】さいたま市見沼田んぼ付近

10

さいたま市らしい風景を巡るツアー。
見沼田んぼの西を流れる見沼代用水西縁を巡る。

11

15・16 埼玉住まい・まちづくり交流展2014 in 越谷11

【主催】日本建築学会関東支部埼玉支所
　　　NPO法人越谷市住まい・まちづくりセンター
【場所】越谷市市民活動支援センター
県内のまちづくりＮＰＯ、専門家、大学、企業などが集結。パネル展やシンポを開催。
www.koshi-machi.com/?p=1213

11
上旬 ふなのづくり

【主催】NPO法人見沼ファーム21
【場所】見沼田んぼ
伝統的なわらの保存方法である「ふなの」。2009年
に約50年ぶりに復活。
www.minuma-farm21.com/

欧州で絶大な人気を誇る自転車ロードレースのトッ
プ選手がさいたま新都心に集結。
www.saitama-criterium.jp/

2014ツール・ド・フランス
さいたまクリテリウム25

10

ジオパーク秩父バスツアー2014

【主催】NPO法人野外調査研究所
【場所】秩父地域
紅葉の奥秩父山地と荒川の自然と遺跡・風土にふれるツアー。
www.yagaiken.blog68.fc2.com/blog-entry-68.html

25
11

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

・

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

05
March.2016
vol.

［今号の表紙］
さいたま市の台地とそこに複雑に入り組んだ
谷戸、そして荒川や元荒川の広大な低地では、
太古から人々が生活を営み、自然と共生して
きた。一方で戦後数十年、環境は大きく変化
してきた。多くの市民が環境保全に取り組ん
でいるが、都市と自然が近接するこのまちで、
果たして生物多様性を保全していくことはで
きるだろうか。
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〒336-0917 埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21（地域生活デザイン内）
tel & fax : 048-876-1782　e-mail : jimu@tsukutama.info
http://www.tsukutama.info

●編集・発行／2016年3月（通算第5号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

さいたまから考える
生物多様性まちづくり

特
集
P.2

P.6

P.7

中口 毅博 さん
［ 芝浦工業大学システム理工学部教授 地域創生・環境政策研究室 ］

埼玉県生態系保護協会・大宮支部
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

P.5

つくたまの見沼田圃プロジェクト
つくたまプロジェクトレポート

インフォメーション

つくたまとは？

さいたまトリエンナーレの
プレイベント

丹過長谷川蔵の
保全活用事業

上尾区画整理地区
公園づくり

5

　2016年秋に開催される、さいたまトリエンナーレ
2016に向けたプレイベントが、8月の「種は船プロ
ジェクトinさいたま」を皮切りに次々と進められた。
都市づくりNPOさいたまメンバーが多く参加してい
る「さいたまスタディーズ」も、10月から会場を移し
ながら、全6回の連続セミナーを開催した。
　つくたまでは、開催前～開催中を通じて、市民の
立場、まちづくりの視点からトリエンナーレに参加し
ていきたい。他の市民活動団体とも協働した、まち歩
きイベントなどを計画中。

●調査及び研究事業
見沼景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの活用を
含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま百景普
及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区画整理
町界・町名変更検討業務／東大宮商店街地域つながり力アップ支援事業／ 5
つのワーキンググループ活動

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議の事務局支援／見沼区区民会議活動支援業務／中央区区民会議
活動支援業務／南区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支
援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和（仮称）

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／さいたま市地域包括支援センター
運営協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアクションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。
●賛助会員（年会費5,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

第9回アートフル
ゆめまつり開催

【主催】アートフルゆめまつり実行委員会
【場所】大宮駅周辺

春の大宮駅周辺の街角を会場に、参加者
自身の手でイベントを作り上げる、市民の
イベント。今年は街角など15会場で、音
楽、パフォーマンス、展示、パレードなど
さまざまなアートが街を彩る。
http://www.aymo.jp/

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

　2015年後半から、つくたまは岩槻区に現存する明
治10年ごろに建築された土蔵造りの商家を保全活
用する事業を着手した。持ち主の保存意向は強く、日
頃お付き合いをしている岩槻区在住の会員はその気
持ちを理解しながら、地域の財産として活用するイベ
ントを中心に事業を展開している。岩槻は人形の町
と言われているが、その前に木綿の町であったこと、
城下町の痕跡が色濃く残っていることなどを知るこ
とができた。
　2016年度にも、マッチングファンド事業を活用し
て、地域の人 と々一緒に長谷川蔵の保全・活用の方向
を考えていく予定。さいたまトリエンナーレとの連携
も目指していきたい。

　2年前から芝浦工業大学と協働で、上尾市大谷
北部第四土地区画整理事業地区内の8箇所の公園
整備プロジェクトに取り組んでいる。2015年4月に
一番目となる3号公園が竣工、2015年度は2号公
園と7号公園の整備を進めてきた。特に、7号公園
は既存の樹木を活かした特徴ある公園で、冒険遊
びのような管理運営を地域の人々にしてもらえるよ
う、公園の使い方を体験するワークショップを2月
27日に開催した。2016年度も引き続き、1号公園
と4号公園の実施設計と施工を予定。

イベント
報 告

イベント
報 告

イベント
報 告

8（日）

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

06
October.2016
vol.

［今号の表紙］
大切な場所にはこだわりの小道具がたくさん
ある。建物の前に立つ看板、色鮮やかなのぼ
り、室内ではゆっくりと足を伸ばせる畳、お知
らせ類がいっぱい詰まったラックや掲示板、み
んなでつくった庭など。そうした思いのこもっ
たものたちを受け止めるのも楽しい。次に訪れ
た時にどんな発見があるだろうか。眠っていた
ものが輝きだすとまた出会いたいと思う。
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〒336-0917 埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21（地域生活デザイン内）
tel & fax : 048-876-1782　e-mail : jimu@tsukutama.info
http://www.tsukutama.info

●編集・発行／2016年10月1日（通算第6号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

特
集
P.2

P.6

P.7

千葉 晃一 さん
［ ゆずり葉の運営者／一般社団法人コレカラ・サポート 代表理事 ］

桜区のまちづくりを進める会
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

P.5

丹過・長谷川見世蔵の保全活用の取り組み
つくたまプロジェクトレポート

リノベーション　まちに向けて開く（社会貢献）
　 大切な場所

かける

インフォメーション

つくたまとは？

10

●調査及び研究事業
見沼景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの活用を
含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま百景普
及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区画整理
町界・町名変更検討業務／東大宮商店街地域つながり力アップ支援事業／ 5
つのワーキンググループ活動

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議の事務局支援／見沼区区民会議活動支援業務／中央区区民会議
活動支援業務／南区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支
援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和（仮称）

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／さいたま市地域包括支援センター
運営協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアクションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費5,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

2016年度
さいたま百景巡回ツアー

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

2・27
11

20・

9 浦和まちかど美術館

【主催】浦和宿けやきの会
浦和宿の21の店舗を会場に浦和ゆかりの
アーティスト達が作品を展示する。期間中、
美術館街り、茶話会などを開催する。詳しく
は浦和観光案内所や参加店舗で地図を配
布しているので、ご参照ください。
【問い合わせ先】
浦和宿けやきの会 原田紀子
nokohr@nifty.com

【主催】さいたま百景選定市民委員会 ３つのエリアで、さいたま百
景を巡るツアーを実施。「さいたまトリエンナーレ2016」とも連携して、
各エリアでのアートイベントにも参加する予定。（写真：ボート池）
10/2（日）大宮エリア「氷川の地脈から、現代大宮の賑わいを訪ねる」
10/27（木）岩槻エリア「城下町と現代アートを巡る（仮）」
11/20（日）浦和南部エリア「さいたま市南端の凸凹を巡る（仮）」
詳しくは、「さいたま百景」HPで順次掲載していきます。

【主催】飯能まちなかを元気にする会
【共催】全国路地のまち連絡協議会
過去賑やかであった過去の飯能路地を再現し、路地本来
の魅力を様々な角度から映し出す。路地シンポジュウムや
路地での遊びが満載の路地まつりなど開催する。（写真：
歴史的建造物が路地のあちこちに建っています）
詳しくは、「飯能まちなかを元気にする会」のHPで。

24
12

11～ 9 さいたまスタディーズ特別展

【主催】さいたまトリエンナーレ実行委員会
うらわ美術館内でトリエンナーレ期間中開催。昨年度、
さいたま市の古代から現代までを通観した勉強会の成
果を編集しなおした展示を行います。大きな本などの展
示にぎっしりかつ分かりやすく詰まっています。入場無料
です。うらわ美術館は浦和ロイヤルパインズホテルのあ
る建物の3階。
詳しくは、下記HPで。
https://saitamatriennale.jp/report

24
12

11～

つくたま塾に
ご参加
ください

日光街道越ヶ谷宿
第4回 宿場まつり

2か月毎に開催される公開勉
強会です。身近な課題を取り上
げて学習したり、講師を囲んで
話し合いをしたりしています。
これまでの内容は、「都市づく
りNPOさいたま」のHPでご覧
いただけます。

【主催】丹過長谷川見世蔵活用検討委員会
岩槻駅近くの旧白木綿問屋長谷川見世蔵では鷹狩行列
が行われる11月3日には蔵開きを行います。その他随時、
琴の演奏会、街歩きの拠点として蔵が使われています。
詳しくは、「都市づくりNPOさいたま」のHPで順次掲載
していきます。（写真：岩槻の街中にある登録有形文化財。
郷土資料館(旧岩槻警察署）、大正館）

10
15・16

11 長谷川見世蔵の蔵開きなど

全国路地サミット in 飯能

3 他
参加者
募集

地域の市民団体が古民家・まちなみガイドツ
アーを行います。明治、大正、昭和の建物が残る
旧日光街道（日光道中）を、昨年登録有形文化
財の答申を受けた商店をはじめ、見どころを建
築や郷土史の専門家の解説を受けながら散策
します。詳しくは「旧日光街道・越ヶ谷宿を考え
る会」のフェイスブックをご覧ください。

11
13

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

08
January.2018
vol.

［今号の表紙］
浦和駅東口コムナーレより駅前広場を俯瞰。
永年の懸案だった東口の再開発、線路の立
体化と東西自由通路の整備に伴い、東口駅
前広場が新しく整備され、現在駅ビルが建
設中。さいたま市内31駅の中では、バリアフ
リー対応が進んでいる駅のひとつである。
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〒336-0917 埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21（地域生活デザイン内）
tel & fax : 048-876-1782　e-mail : jimu@tsukutama.info
http://www.tsukutama.info

●編集・発行／2018年1月31日（通算第8号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

P.6

P.7

若尾 明子さん
［ 特定非営利活動法人クッキープロジェクト 代表理事 ］

NPO元気スタンド
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

P.5

福祉のまちづくりへの取組み
つくたまプロジェクトレポート

バリアフリーな都市P
2特集

昨年、不動産屋の
ショーウインドーを
飾った作品です

インフォメーション

つくたまとは？

●調査及び研究事業
見沼田んぼ景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの
活用を含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま
百景普及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区
画整理町界・町名変更検討業務／東大宮商店街地域つながり力アップ支援事
業／埼大通り商店街地域つながり力アップ支援事業／ 5つのワーキンググ
ループ活動

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議2015~2016／区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事
務局支援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画／さいたま市総合型地域ス
ポーツクラブのあり方検討調査業務

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアク
ションプランの検討／埼玉県景観アドバイザーとしての取組

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費3,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

【時間】19：00～21：00 【場所】まちラボおおみや（大宮駅東口、大宮ラクーン8F）
都市や近郊の農地に関する法律の改正により何が変わるのか、その意図は。都市づ
くりNPOさいたまの創設メンバーの一人でもある水口俊典さん（芝浦工業大学名誉
教授・一般財団法人 都市農地活用支援センター 理事）にお話を伺います。
【定員】30名（申し込み順） 【参加料（資料代込）】500円
www.tsukutama.info

つくたま塾
農地を活かすまちづくりのための制度改革の動向

2
28

岩槻駅西口周辺の人形店などの商店や公共施設などで開催。
登録有形文化財に指定されている長谷川見世蔵も蔵開きをし
ます。近くの愛宕神社は、岩槻城下を取り囲んでいた大構、お
土居の上に鎮座していますが、その階段にはお雛様が勢ぞろいします。期間中はさ
まざまなイベントもあり、詳しくは市役所のHPなどをご覧ください。

まちかど雛めぐり

【時間】10：00～20：00 【場所】浦和コルソ1階 コルソ通り（浦和駅西口）
クッキープロジェクト（6ページ参照）に参加する作業所が、開発したクッキーを直接
販売するイベントも、今年で10回目。約15か所の作業所が50種類以上の多様なクッ
キーを販売します。

クッキーバザール20183
9～11

旧浦和宿の街角を飾るアート展を開催。その中で街に点在して
いる会場を訪ねる「ガイド・ツアー」（先着20名、参加費・保険料
100円）を実施します。
【日時】3/10（土）11:00～12:30、3/11（日）11:00～12:30
申し込みは下記まで。集合場所等をお知らせします。
この他にも埼玉会館ほかでイベントが行われます。
a.wakabayashi2013@gmail.com　FAX：048-667-5025（若林）

美術と街巡り・浦和3
9～15

2
24

3
11

さいたま百景巡回ツアー

2017年に実施した3回のつくたま塾を報告します。
5/16　『あそびの生まれる場所』のあるまちは、どうすればつくれるか

西川正さん（特定非営利活動法人ハンズオン埼玉・理事）
7/26　『危機に瀕する見沼たんぼ地域の斜面林』と未来遺産・見沼たんぼプロジェ

クトの展開
北原典夫さん（未来遺産・見沼田んぼプロジェクト推進委員会）

9/26　オープンデータ／オープンガバメントで、市民参加のまちづくりはどう変わる？
庄司昌彦さん（国際大学GLOCOM准教授・主任研究員）

イベント
報 告 つくたま塾

さいたま百景選定市民委員会では2017年に3回のツアーを実施。いずれもあまり
市民が行くことのないエリア、普段は意識しないエリアで、新たな発見が満載だった。
11/5（日）　 もうひとつの見沼 忘れられた里の風景をさがす（参加者11名）

大崎公園～木傘神社～浦和大学～間宮の里の風景～川口自然公園
11/19（日）　浦和の谷をたどる ～藤右衛門川～谷田川～天王川（参加者19名）

浦和競馬場～本太氷川神社～天王川コミュニティ緑道～与野駅
12/10（日）　旧鎌倉街道・御成下道で岩槻城下に行く（参加者22名）

浦和美園～神明社～篠岡八幡～目白大学～真福寺貝塚～岩槻駅

イベント
報 告

講師

講師

講師

〜

つ
く
た
ま
の
20
年
　
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

07
August.2017
vol.

［今号の表紙］
「景観」は、目に映る景色や風景を意味する。
ともすれば、景観とは表面的な「美しさ」と捉
えられがちだ。しかしよく観察すると、景観が
あるのは、歴史や地形、自然環境や文化など、
様々な要素がその背景にあることに気づかされ
る。景観を残すためには、風景の源泉を丁寧
に読み取り、後世に残すためには、市民の力
が欠かせない。
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●編集・発行／2017年8月1日（通算第7号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

P.6

P.7

手島 亙（てじま わたる）さん
　市民の活動がまちの景観をつくる。
　これからの田園のあり方を提案する農のあるまちづくりの推進

さいたま百景選定市民委員会
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

P.4

つくたまの景観づくり活動
つくたまプロジェクトレポート

景観を通じてまちをとらえるP
2特集

インフォメーション

つくたまとは？

●調査及び研究事業
見沼景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの活用を
含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま百景普
及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区画整理
町界・町名変更検討業務／埼大通り商店街地域つながり力アップ支援事業／
5つのワーキンググループ活動

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議の事務局支援／見沼区区民会議活動支援業務／中央区区民会議
活動支援業務／南区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支
援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアク
ションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費3,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

地産地消市・みぬマルシェ 9月開催

【時間】13:00 ～16:30頃 【場所】小川町
まち歩きを通して、小川町の宝（地域遺産）を発見し、小
川町の魅力を伝える地図をつくる全3回のワークショッ
プの1回目。写真と詩（俳句、短歌）で、町のお宝を生け捕
りします。
【問い合わせ】NPO法人小川町創り文化プロジェクト事
務局（平山） ☎090-9845-0819

【時間】12:30 ～15:00 【場所】見沼区役所
見沼区区民会議での4年にわたる
議論からスタートした、有志による
見沼区産野菜の直売会の第2回開
催。月1回程度、地元・見沼区産の
旬の野菜を、生産者が直接販売し、
区民有志が支援しています。

9
27小川町のお宝さがしワークショップ9
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都市づくりNPOさいたま年次総会

2016年11月21日 開催
2016年度の年次総会は、北浦和駅近くにある「いえ・まち再生サロン味才(あじさ
い)」を会場に開催しました。当日は22名の出席により総会は成立。いずれの議案
も、全会一致で議決されました。議事終了後は、「味才」を運営する一般社団法人
いえまち再生会議の小山さんより、場を開設した経緯や狙いなどについてお話し
を頂くとともに、会員それぞれの近況などについて情報交換を行いました。

イベント
報 告

つくたま塾
さいたまトリエンナーレ2016を振り返り、
これからのさいたま市におけるアートとまちづくりを展望する

2017年1月27日 浦和コミュニティセンター 開催
12月に閉会した「さいたまトリエンナーレ2016」のプロジェクトディレクター・森
真理子さんをゲストにお迎えし、担当されたプロジェクトに込められた意図や準
備・開催に当たっての裏話、さらには、ご自身の経験を踏まえつつ、さいたま市にお
けるアートとまちづくりの未来についてのお話を伺いました。当日は申込多数のた
めに大きな会場に変更、43人の参加者と共に、会場は熱気に包まれました。

イベント
報 告

つくたまとは？

●調査及び研究事業
見沼田んぼ景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの
活用を含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま
百景普及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区
画整理町界・町名変更検討業務／東大宮商店街地域つながり力アップ支援事
業／埼大通り商店街地域つながり力アップ支援事業／桜木駐車場周辺課題
等把握支援業務／2019年台風19号水害記録プロジェクト

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議支援／区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支
援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画／さいたま市総合型地域スポーツクラ
ブのあり方検討調査業務

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和／サステナブルさいたま研究会

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアク
ションプランの検討／埼玉県景観アドバイザーとしての取組

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費3,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

今後、気候変動、人口減少と超高齢化、国際化、経済の成熟、働き方の
変化等が進む中で、例えば2050年のさいたま市に向けて引き継ぎ育て
ていくべき特に大事な風景を選定、それらを若い世代を含めた市民で共
有することを目指す。

2050年の安心安全　風景の基盤であるとともに、市民生活の安全性にとって
重要な地形と水の流れを表わす風景を選定
2050年への継承　オールさいたまではなく、より小さな地域単位での歴史に
基づく特徴や個性、魅力を伝える風景を選定
2050年の豊かさ　新しい活力を受け入れつつ、市民の生活の豊かさ、楽しさを
つくり出している活動の風景を選定

新百景選定のコンセプト・案

コンセプトに基づいて、風景が表現するテーマを設定、それらに沿って
風景を選定していきます。

新百景選定のテーマ・案

治水の風景／利水、親水の風景／暗渠道の風景／谷戸利用の風
景／台地端の風景／農地、里山の風景／原始・古代の風景／旧
街道と石造遺跡等の風景／近代（戦前）の風景／地域の知られ
ざる伝統行事の風景／さいたまの住まいの風景／さいたま文化の
風景／新しい都市活動の風景

さいたま百景委員会では、市民からの公募に基づいて “さいたま市の今” を
表わしている風景を100箇所選定、2010年11月に『市民が選んだ さいたま
百景』を発行しました。以来約10年が経ち、当初の目的、「旧４市の市民が
お互いに地域のことを知合い、さいたま市民としての一体感を醸成するこ
と」もある程度進んできたと考えられます。
21世紀も半ばに近付きつつある現在、さいたま市にもさまざまな変化や課
題が想定されます。そこで、明日のさいたま市の環境や市民生活のあり方を
考える一助とするため、新たな視点から「さいたま百景」を選定することと
しました。

テーマごとの公開ワークショップを開催し、そこで提出された風景（新
百景候補）をWebで発表しながら広く市民からの応募を求めていきます。
公開ワークショップの予定、そこでの議論の内容や提出された風景につ
いては、逐次さいたま百景ホームページに掲載していきます。関心のあ
る市民の参加をお待ちしています。

募集・選定の進め方

さいたま百景ホームページ https://saitama100kei.info

新しいさいたま百景
明日に引き継ぐ さいたま百景
の選定をスタートします
さいたま百景選定市民委員会

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

10
May.2020

vol.
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都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

［今号の表紙］
「見沼田んぼ」のさいたま市見沼区見山上空
から新都心方向を見る。2019年の台風19号
の後、10月26日にドローンで撮影。畑地の
所々にまだ水が残り、手前の田では筋状の部
分は水が引き、ハサカケできた所。黄色部分
は２週間たっても稲の足元に水が残り、まだ刈
取りできなかった所。左の芝川も平常より水
位が高い。認定NPO法人水のフォルム提供。 さいたま百景選定市民委員会から

P.8インフォメーション

見沼田んぼの役割を考える特集

P.2見沼田んぼとは
見沼田んぼはどこにある／見沼田んぼの多様な顔1

P.3台風19号水害記録プロジェクト2
P.4 5見沼田んぼでの活動から

藤原悌子／北原典夫／丸山文隆3

P.6 7
これからの見沼田んぼに
どのような役割を期待するか4

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

02
May.2014

vol.

［今号の表紙］
　さいたま市役所上階から南側の市街地を
望む。整然とした道路網に2階建てを主とする
戸建住宅が並ぶ。右奥の緑は別所沼公園。
　この辺りは鹿島台と呼ばれ、昭和初期に宅
地開発型の耕地整理によってつくられた住宅
地である。かつては画家などの芸術家が多く
住まい、住宅都市・さいたま市のアイデンティ
ティーを形成する良好な住宅地のひとつだ。
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さいたま市の
地区計画を考える

特
集
P.2

P.4

市民まちづくりへの支援活動まちづくり講座と専門家派遣
P.6

P.7

つくたま事務局メンバー

市宿通り 道路整備協議会
P.8

つくたまプロジェクトレポート

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

インフォメーション

つくたまとは？

【主催】さいたま市
【場所】ホテルブリランテ武蔵野2階エメラルドA・B

都市計画マスタープラン改定
シンポジウム

鉄道のまち大宮
鉄道ふれあいフェア

5
17

7
5

5
24

総会企画セミナー
「NPOマーケティングで組織変革」

つくたま塾
「都市農地保全のまちづくり」

6
15

JR大宮総合車両センターの開業120周年を機に、市とJRが共同で開催。駅周辺
では 西口れんが通りや東口銀座通りなどでもイベントを予定。
www.city.saitama.jp/006/014/010/001/001/005/001/p035850_d/fil/04-07.pdf

【場所】大宮駅周辺

ソロモン諸島を支援するNGOから設立されたサステナ・クルー株式会社の佐藤
亮さん、高松美浦さんによるセミナー。
www.sa-npo.org

【主催】認定NPO法人さいたまNPOセンター
【場所】武蔵浦和コミュニティセンター第9集会室

東京工業大学大学院の中井検裕教授による基調講演のほか、プランの概要説明、
パネルディスカッションなど。
www.city.saitama.jp/004/001/002/005/chuo/p034738.html

【主催】東洋大学理工学部建築学科
【場所】さいたま市民会館おおみや

6
5・6・26

7 大宮東口プロジェクト

打ち水大作戦

さいたま市民会館おおみやと大宮公園の2か所について、学生が行う仮想プラン
づくりの演習に地元市民も参加する企画。

調査及び研究事業
見沼田圃景観創造プロジェクト／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾
の開催／さいたま百景選定事業／つくたま10周年記念事業／埼玉県景観整
備機構活動（景観DBの活用を含む）／上尾市区画整理公園実施設計業務

情報発信事業
Webサイト、FBの運用／埼玉住まい・まちづくり交流展2013／Who's Who／
つくたま情報紙の発行

普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
さいたま・まちプラン市民会議2013～2014／見沼区民会議活動支援業務／
中央区区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支援／さいたま
カーフリーデー2014／大宮の街づくりを盛り上げるシンポジウム企画実施

市民活動支援事業
天沼住宅地区計画検討支援／浦和常盤8丁目地区計画検討支援／さいたま
市民自治フォーラム

その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／さいたま市地域包括支援センター
運営協議会／さいたま市都市計画マスタープラン改定調査委員会／埼玉県
景観審議会／つくたまアクションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

　協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）
を掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費5,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資
金的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」では
ありませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

【主催】さいたま・まちプラン市民会議
【場所】さいたま市市民活動サポートセンター：多目的展示コーナー

【主催】NPO法人都市づくりNPOさいたま
【場所】浦和コミュニティセンター第8集会室

1

まちプラン市民会議有志が作成している「さいたま市まちづくりビ
ジョン（素案）」のパネル展示、資料配布、ミニサロンによる意見交換、
および意見収集　www.tsukutama.info

25

都市の農地はいかにして保全することができるか。芝浦工業大学名
誉教授、都市農地活用支援センター理事の水口俊典さんによる講演
と意見交換。　www.tsukutama.info

6

夏の交流イベント
「君だけのおもしろ市民活動図鑑をつくろう」

【主催】さいたま市市民活動サポートセンター
【場所】さいたま市市民活動サポートセンター

26

多種多様な市民活動をわかりやすく伝えるための工夫を、来場した子どもたちに
評価してもらう企画。
www.saitamacity-support.jp/

7

【主催】さいたま市環境会議、さいたま市
【場所】氷川参道・平成ひろば
平成ひろばを会場に、涼エコライフの展示や体験、温度測定など。打ち水後は、
すずかぜコンサートを開催。
www.facebook.com/saitamacity.eco.committee

市民が考える
まちづくりビジョン19

6
21
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各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで



市民がまちづくりに出会う時をつくる

都市づくりNPOさいたま（略称＝つくたま）は、与野市、大宮市、浦和市の3市合併
でさいたま市が誕生した2001（平成13）年に設立総会を開き、2002（平成14）年3
月にNPO法人の認証を受けました。以来、さいたま市を中心とする地域で、市民と
行政の協働によるまちづくりの推進をミッションとして活動しています。
本誌は、つくたまのこれまでの活動を振り返りつつ、今後さらに一層、市民のまちづ
くりへの参加を促進するために、どのようなまちづくりとの出会い方があるか、まち
づくりへの参加にはどのような道筋があるか、そして、それをサポートする中間支援
団体としてつくたまは何を目指すのか、を発信するために発行するものです。

つくたまは、まちづくりに関わる様々な主体と連携し、多様なまちづくりを進めています。

市民がまちづくりに出会うときをつくる	 1

つくたま20年のあゆみと都市の動向	 2〜3

〜4つのまちづくりの入口、市民のまちづくり参加の導線〜
1．まちづくりへの市民参加の促進や政策提言活動	 4〜5
2．まちづくり人材育成や交流・ネットワーキング活動	 6〜7
3．テーマ別まちづくり課題への取組み	 8〜9
4．特定地区のまちづくり課題への取組み	 10〜11

つくたまが繋ぐ人々の思い	 12〜13

行政と

行政とのパートナーシップで、行政のま
ちづくり施策に市民参加と協働を促進す
る様々な取組みを進めるとともに、市民
活動の支援や自主的な調査研究から把握
された問題点や課題をもとにした政策提
言活動をしています。

NPO・まちづくり団体と

さいたま市内及び埼玉県内のまちづくり
団体と連携し、勉強会やシンポジウム、
計画の立案、協働事業などに取り組んで
います。

大学・研究機関と

まちづくりに関連する分野の研究・教育
をしている大学等と連携し、学生の地域
での実践的な学びとまちづくりプロジェ
クトを融合させるなど、大学・行政・市民
の連携関係を支援・コーディネートして
います。

企業・事業者と

多様なまちづくり課題に対応するために、
企業や事業者との連携を進めています。

市民・住民と

市民がまちのことを知り、その良
さや課題を見つけ、自ら課題解決
に取り組むまちづくり市民活動を
促進するために、様々な技術支援
や専門的なアドバイスを行ってい
ます。

つくたまは、市民がまちづくりの中心にある社会を実現させるため、次の3つのテーマで活動しています。

市民のまちづくりへの参加を
支援しています
つくたまの組織やメンバーは、行政との
協働、政策提言、まちづくり人材育成な
どに取り組んでいます。市民がまちづく
りを身近に捉え、主体的に参加活動でき
る社会づくりを進めています。

具体的なまちづくり活動を
実践しています
つくたまの組織やメンバーは、自らが地
域に根ざしてまちづくり活動に取組み、
活動の実践から知見を得て地域にフィー
ドバックしています。活動の実践からネ
ットワークを広げるなど、継続的な取組
みによって未来を切り拓きます。

まちづくりの新たな価値を
提案しています
つくたまの組織やメンバーは、まちづく
りに繋がる多様なテーマ、分野に関心を
もち、成熟社会に相応しいまちづくりの
あり方を探求しています。市民の日常の
営みが地域を豊かにする内発的まちづく
りが定着し、「まちづくり・まち育て・ま
ち使い」を市民が実践する市民社会の創
造を目指しています。

Support Action Create
ごあいさつ

特定非営利活動法人・都市づくり
NPOさいたま（略称：つくたま）
は、幅広いまちづくりの分野、都
市計画・土木、建築、環境・生態系、
商業、地域福祉等の専門家を中心
にしたNPOです。市民・企業、
行政、大学等と連携して活動して
います。
　2002年NPO法人認証以来今
年2022年で20周年を迎え、この
冊子『つくたまの20年		市民主体
のまちづくり』を編みました。地
域のまちづくりに関心のある多く
の皆さまに見ていただければ、と
思います。
私たちはこれを機会に改めて、市
民とともに地域に密着したまちづ
くりに取り組んでいきますので、
よろしくお願いいたします。

理事長　中津原		努

本誌を
手に取っていただきたい方々

・さいたま市やその周辺地域で
		暮らしている市民
・まちづくり行政に関係する
		行政職員、地方議員
・まちづくり分野の大学等の
		研究者や学生、
		市民活動団体関係者
・まちづくりの中間支援組織の
		ことを知りたい方、繋がりたい方
・地域のまちづくりに関心のある
		全ての方へ
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つ く た ま 2 0 年 の あ ゆ み と 都 市 の 動 向

■ 大門2丁目再開発
 　「大宮門街」オープン

■ 2月 岩槻人形博物館オープン
■ 10月 さいたま国際芸術祭2020の作品公開

■ 5月 さいたま新都心街開き

■ 3月 福祉のまちづくり条例制定
■ 総合都市交通体系マスタープラン策定

■ 3月 市民活動及び協働推進条例制定
■ 10月 都市景観形成基本計画策定
■ 10月 市民活動サポートセンター開設

■ 3月 景観条例制定

■ 5月 第3代市長 清水勇人
■ 11月 しあわせ倍増プラン2009策定
■ 12月 議会基本条例制定

■ 1月 見沼田圃基本計画策定
■ 3月 ノーマライゼーション条例制定

■ 4月 桜環境センターオープン
■ 11月 さいたま国際マラソン初開催

■ 4月 第8回世界盆栽大会を開催

■ 9月 人口130万人突破
■ 3月 区民会議が全区で終了

■ 5月 大宮区役所新庁舎が供用開始
■ 8月埼玉県知事大野元裕

■ 9月 さいたまトリエンナーレ2016を開催
■ サポセン問題■ 複合公益施設「サウスピア」開設

■ 10月 ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム初開催

■ 2月 自治基本条例検討委員会最終報告提出

■ 4月 政令指定都市に移行 
■ 7月 区民会議スタート 
■ 8月 埼玉県知事上田清司

■ 3月 緑の基本計画策定
■ 4月 岩槻市と合併（人口118万人）
■ 12月 さいたま2005まちプラン策定
■ さいたま市アグリカルチャービジネススクール開講（～現在）

■ 5月 3市合併、さいたま市誕生

■ 都市づくりNPOさいたま設立総会（11月）
■ 特定非営利活動法人 埼玉県認証（2月）
■ 法人設立・開業（3月）

■ つくたまの活動5周年記念イベント ■ 景観法による景観整備機構に指定（1月） −−つくたま20周年プロジェクト（～2022）

■ つくたまアクションプランの検討

■ つくたま10周年記念事業
■ 事務局担当理事の増強と役割分担の見直し

■ アメリカ同時多発テロ ■ イラク戦争開始 ■ 愛知万博
■ 日本郵政公社民営化
■ 新潟県中越沖地震

■ 民主党政権誕生 ■ 安倍晋三が内閣総理大臣に再就任、自公連立政権 ■ 熊本地震
■ アメリカ大統領選でドラルド・トランプが勝利

■ 7月西日本豪雨
■ 第4次安倍内閣

■ 皇太子徳仁親王が
   天皇に即位、令和に改元
■ 台風19号が首都圏を直撃

■ 新型コロナ蔓延
■ 英国が EU離脱
■ 令和2年7月豪雨
■ 菅内閣発足

■ ロシア、ウクライナ侵攻
■ 円急落、物価高騰

■ バイデン大統領就任
■ 新型コロナ蔓延
■ 東京オリパラ開催
■ 岸田内閣発足

■ リーマンショック
■ オバマ大統領当選

■ 東日本大震災
■ 福島原発事故

■ 地方分権一括法 ■ 日韓WC開催 ■ 新潟中越地震

−−−さいたま市自治基本条例検討委員会（～2012）

■ 政令指定都市ビジョン2000発行 ■ さいたま市総合振興計画審議会
■ 見沼田圃未来像提案

■ さいたま市行政改革推進懇話会2005−−−−−さいたま市コミュニティ関連施設検討会議（～2009）

■ カーフリーデーPR・鉄道博物館オープニングイベント実行委員会

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−さいたま市福祉のまちづくり条例検討委員会／福祉のまちづくり推進協議会（～現在）−−−さいたま市都市計画マスタープラン策定委員会（～2005）

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−webの開設と運用（～現在）

−−−−−−−−−埼玉県景観審議会
（～2015）

−−−−−−−−−−−−−つくたま情報紙の発行（～現在）

−−−−2019年さいたま市台風19号等水害記録プロジェクト（～2021）
■ つくたまトークセッション

−−−さいたま市都市計画マスタープラン改定調査委員会（～2013）

■ さいたま市公共施設マネジメント計画WS支援業務

−−−−−−−大宮公園駅周辺地域景観まちづくり協議会の活動支援（～現在）

■ 道路沿道における自動販売機等の設置物に関する実態調査
■ 災害応急活動に関する連携方策検討調査

■ 埼玉県バリアフリー化整備状況調査
■ 埼玉県景観まちづくり推進事業
■ 埼玉県景観資源データベース構築

−−−−−さいたま百景選定事業（～2010）−−−−−埼玉県景観データベース維持管理業務（～2010）

■ さいたまトリエンナーレ2016関連の諸活動
■ さいたまカーフリーデー2017駅バリアフリー調査
■ さいたま国際芸術祭関連の活動

■ 当事者参加による駅バリアフリー現況調査

−−−−新さいたま百景選定作業（～現在）

−−−−−−−−−−−−−−−−−−さいたまカーフリーデ―実行委員会（～2019）

−−−−−−−−−−−−−−−−埼玉県景観行政団体施策研究会のワークショップを担当（～現在）−−−−−−−−−−−−さいたま百景普及活動（～2019）

−−−−−−−−−−−芸術文化を活かした地域活性化事業「美術と街巡り・浦和」（～現在）
■ 岩槻・長谷川見世蔵保全活用計画

−−−−−梅の郷地区地区計画検討支援（～2006）−−−−−−−−−−−−−−−−−−−天沼台地区地区計画検討支援（～2017）−−−−−はらいち台団地まちづくり支援（～2005）
■ 見沼田圃カキコまっぷ立上げ

■ 浦和西高台地区計画検討支援−−−上尾市五番町まちづくり協議会支援（～2009）
−−−上尾市区画整理公園WS企画実施（～2014）−−−上尾市区画整理公園基本計画業務（～2014）−−−−−−−−−−上尾市区画整理公園実施設計業務（～2021）

−−−−−上尾市大谷北部第四地区町界・町名変更検討業務（～2018）

−−−−−−−−−−−−−−−−−氷川の杜まちづくり協議会（～2016）−−−−−−岸町西部地区計画検討支援（～2010）−−−−−岩槻大栄町地区計画支援（～2009）
■ 領家1丁目地区計画策定支援

−−−−−−−−−−−−浦和常盤8丁目
地区計画
検討支援（～2017） −−−−−−−−−−−−−−−「（仮称）河童ぶち公園」の市民参加と協働による水辺緑地計画策定支援（～現在）

■ 東大宮商店街地域つながり力アップ支援事業
■ 埼大通り商店街地域つながり力アップ事業

■ 桜木駐車場用地周辺課題等把握支援業務

■ 上尾市大谷北部
  第二地区・
  町界町名検討業務
■ 岩槻まちづくり
  マスタープラン推進業務

■ JR環境空間トンボ池隣接エリアの整備・活用に関する調査
■ 見沼田圃水田利用調査

■ 浦和水と緑を楽しむ会（現・こうぬま水と緑を楽しむ会）設立(1998)
■ ヒアシンスハウス建設企画開始
■ 埼玉住まい・まちづくり交流展2002

■ さいたま市環境会議設立
■ ハンズオン!さいたま設立

■ アートフルゆめまつり開始 ■ こうぬま
  ネットワーク会議
  スタート（11月）
■ 『市民が選んだ
  さいたま百景』発行

■ 見沼代用水CCM立上げ（水のフォルム）
■ さいたま・まちプラン市民会議発足
■ ランドコーディネーター協議会発足

■ さいたま百景選定市民委員会設立
■ 岩槻まちづくり市民協議会設立
■ うらわ建築塾活動開始

■ 3月  「市民が考えるさいたま市まちづくりビジョン」発表（さいたま・まちプラン市民会議）
■ 5月 一社）埼玉を食べる設立

■ サステナブルさいたま研究会
■ 11月 見沼たんぼ地域景観形成ビジョン研究会「景観・未来へのビジョン」発行−−−−−−−−− 4月 地産地消市・みぬマルシェ開始（～現在）

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−さいたま・まちプラン市民会議支援（～現在）−−−ヒアシンスハウス建設企画支援（～2003）−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援（～現在）

−−−−−−中央区区民会議活動支援業務（～2016）

−−−桜区区民会議・市民活動ネットワーク広報活動支援業務（～2013）
■ 中川地区地域防災体制構築

−−−−−魅力ある街づくり研修コーディネート（～2005）−−−−−緑区区民会議（～2005）−−−−−−−−−−−−−−−−−埼玉住まい・まちづくり交流展（～2013）
■ 妻有アートトリエンナーレ視察研修

−−−−−−−−−−−−−−さいたま市まちづくりセミナーコーディネート（～2012）−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−つくたま塾の開催（～現在） −−−−−−−−−−−−−−−さいたま市地域包括支援センター運営協議会（～2015）−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−アートフルゆめまつり企画（～現在）−−−−−−−−−−−−−−見沼区民会議活動支援業務（～2016）−−−−−−−−西区区民会議（～2012）
■ 大宮区民会議活動支援業務
■ つくたま研修旅行（上海）

−−−−−−−−−サステナブルさいたま研究会（～現在）
■  韓国視察団「地方政府協議会 日本のまちづくり事例探訪」受け入れ対応

2 3

■ さいたまマッチング
  ファンド団体希望
  助成事業採択（9月）

−−−−−さいたま市しあわせ
倍増プラン2009
市民評価委員会

−−−−−−南区民会議活動
支援業務（～2016）

−−−



ま ち づ く り へ の 市 民 参 加 の 促 進 や 政 策 提 言 活 動

独立したNPOとしての
政策提言や市民活動の
支援・コーディネート
主体的な市民のまちづくりは、行政が用意する協働の場での活
動に留まらず、市民自ら自発的に地域課題解決のためのまちづ
くりのあり方を考え行動することが重要です。時には、市民が
望むまちづくりの実現に向けて、行政のまちづくり政策に代替
案を示し、政策の変更を求めていくことも必要です。

つくたまは、独立した NPO として常に市民の立場に立ち、政
策提言や市民活動の支援・コーディネートに取り組んでいます。

つくたま情報紙
つくたまでは、2013年10月から2020年11月までに計11号の情報紙「つくたま」を発行しました。毎号一つ特集テーマを設け、現状や課題の
分析の上に政策提言を含むまちづくりの問題提起や市民への呼びかけを発信しています。

一般には、日常の生活で都市計画やまちづくりの制度を身近に感じることはあまりありません。
愛着を感じている水辺や緑の空間、便利な駅周辺の都市、毎日通っている道路、子どもたちを安心して遊ばせられる公

園や広場などといった都市の環境は、都市計画やまちづくりの制度で計画的に位置づけられ、整備や維持管理をされてい
ます。都市計画やまちづくりの制度は、市民生活に深く関係しているのです。

私たちは、まちづくりに係る行政の取組みに関心をもち、自分ごととして知ることが大切ではないでしょうか。身近な
生活環境を規定するルールづくりとも言えるまちづくり施策には、様々な市民参加のチャンネルが開かれています。

つくたまは、市民が行政のまちづくり施策に関心をもち参加することを支援しています。

区民会議活動支援
市民がまちづくりに参加するためには、身近な地域の単位でまち
づくりを捉え、市民と行政が協働する場が設けられることが重要
です。さいたま市は、政令指定都市に移行して行政区を設けた
ことを契機として、2003（平成15）年度から2018（平成30）年
度まで、2カ年を1期とする第8期まで区民会議を開いていまし
た。つくたまは、区民会議の活動を支援する業務を担当したり
委員として参加したりと、積極的に取組みました。区民会議は、
市民と行政が地域単位のまちづくりに協働で取り組む常設の場
として重要な機能を担っていました。区民と行政、区民どうし
が熟議を重ね、まちづくり課題に対する認識共有や合意形成を

図る民主主義の現場となっていました。さいたま市の区民会議
は廃止されましたが、まちづくりプラットフォームが全国的に注目さ
れるなど、地域単位のまちづくりは重要な視点です。

Vol.7　2017年8月発行

景観を通じて
まちをとらえる
・つくたまが係わってきたさいたま百景*やさ
いたまスタディーズ **の活動成果を参照
・さいたま市の景観を通じてとらえられるまち
の課題を評価
・そもそも評価が難しい景観価値について論
考を展開
・市民に身近な生活環境課題から景観づくり
を提言

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

05
March.2016
vol.

［今号の表紙］
さいたま市の台地とそこに複雑に入り組んだ
谷戸、そして荒川や元荒川の広大な低地では、
太古から人々が生活を営み、自然と共生して
きた。一方で戦後数十年、環境は大きく変化
してきた。多くの市民が環境保全に取り組ん
でいるが、都市と自然が近接するこのまちで、
果たして生物多様性を保全していくことはで
きるだろうか。
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●編集・発行／2016年3月（通算第5号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

さいたまから考える
生物多様性まちづくり

特
集
P.2

P.6

P.7

中口 毅博 さん
［ 芝浦工業大学システム理工学部教授 地域創生・環境政策研究室 ］

埼玉県生態系保護協会・大宮支部
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

P.5

つくたまの見沼田圃プロジェクト
つくたまプロジェクトレポート

インフォメーション

つくたまとは？

さいたまトリエンナーレの
プレイベント

丹過長谷川蔵の
保全活用事業

上尾区画整理地区
公園づくり

5

　2016年秋に開催される、さいたまトリエンナーレ
2016に向けたプレイベントが、8月の「種は船プロ
ジェクトinさいたま」を皮切りに次々と進められた。
都市づくりNPOさいたまメンバーが多く参加してい
る「さいたまスタディーズ」も、10月から会場を移し
ながら、全6回の連続セミナーを開催した。
　つくたまでは、開催前～開催中を通じて、市民の
立場、まちづくりの視点からトリエンナーレに参加し
ていきたい。他の市民活動団体とも協働した、まち歩
きイベントなどを計画中。

●調査及び研究事業
見沼景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの活用を
含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま百景普
及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区画整理
町界・町名変更検討業務／東大宮商店街地域つながり力アップ支援事業／ 5
つのワーキンググループ活動

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議の事務局支援／見沼区区民会議活動支援業務／中央区区民会議
活動支援業務／南区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支
援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和（仮称）

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／さいたま市地域包括支援センター
運営協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアクションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費5,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

第9回アートフル
ゆめまつり開催

【主催】アートフルゆめまつり実行委員会
【場所】大宮駅周辺

春の大宮駅周辺の街角を会場に、参加者
自身の手でイベントを作り上げる、市民の
イベント。今年は街角など15会場で、音
楽、パフォーマンス、展示、パレードなど
さまざまなアートが街を彩る。
http://www.aymo.jp/

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

　2015年後半から、つくたまは岩槻区に現存する明
治10年ごろに建築された土蔵造りの商家を保全活
用する事業を着手した。持ち主の保存意向は強く、日
頃お付き合いをしている岩槻区在住の会員はその気
持ちを理解しながら、地域の財産として活用するイベ
ントを中心に事業を展開している。岩槻は人形の町
と言われているが、その前に木綿の町であったこと、
城下町の痕跡が色濃く残っていることなどを知るこ
とができた。
　2016年度にも、マッチングファンド事業を活用し
て、地域の人 と々一緒に長谷川蔵の保全・活用の方向
を考えていく予定。さいたまトリエンナーレとの連携
も目指していきたい。

　2年前から芝浦工業大学と協働で、上尾市大谷
北部第四土地区画整理事業地区内の8箇所の公園
整備プロジェクトに取り組んでいる。2015年4月に
一番目となる3号公園が竣工、2015年度は2号公
園と7号公園の整備を進めてきた。特に、7号公園
は既存の樹木を活かした特徴ある公園で、冒険遊
びのような管理運営を地域の人々にしてもらえるよ
う、公園の使い方を体験するワークショップを2月
27日に開催した。2016年度も引き続き、1号公園
と4号公園の実施設計と施工を予定。

イベント
報 告

イベント
報 告

イベント
報 告

8（日）

インフォメーション

つくたまとは？

●調査及び研究事業
見沼田んぼ景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの
活用を含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま
百景普及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区
画整理町界・町名変更検討業務／東大宮商店街地域つながり力アップ支援事
業／埼大通り商店街地域つながり力アップ支援事業／ 5つのワーキンググ
ループ活動

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議2015~2016／区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事
務局支援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画／さいたま市総合型地域ス
ポーツクラブのあり方検討調査業務

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアク
ションプランの検討／埼玉県景観アドバイザーとしての取組

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費3,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

アートフルゆめまつり2019

大宮駅東口を中心とするまちなか12会場で開催。音楽演奏やダンスパフォーマンス、
ワークショップや作品展示などによって賑やかな1日を創出する。2008年からスター
トして今年で12回目。公共施設再編など街づくりの動きが見え始めた大宮駅東口地
区で、まちの賑わいを創出する市民手作りのイベントとして定着している。

5
12芸術祭サポーター活動報告会

市民活動サポートセンター・多目的展示コーナーで開催。さいたまトリエンナーレ
2016を契機に始まった芸術祭サポーター活動は、トリエンナーレ終了後も途切れる
ことなく自主的に活動を続けている人たちがいる。2020年3月14日から5月17日まで
開催されるさいたま国際芸術祭2020に向けて活動を続けるサポーター達の活動の
様子を、パネル展示やトークイベント、ワークショップなどで伝える。

3
29～31
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［編集後記］
　この特集は、２回に分けて構成される。今号は、歴史的な流れを追い、大宮駅東口の公共
施設再編による連鎖型まちづくりが中心になった。連鎖型まちづくりは、公共施設総量規制の
中にあっても、大きな税金投入に対する批判もある。次号では、こうした公共施設を魅力ある
ものにするための市民の関わりと、市民の資産や事業をまちへ開く取組みを中心に紹介したい。
　制作に当たっては、UDCOの方 と々議論を重ねながら進めている。UDCOは大宮駅周辺地
域の都市再生に関わる都市再生推進法人であり、当該地域で調査研究、社会実験、OMテラ
スの施設管理など様々な取り組みをしている。その活動について、詳しくは次号で取り上げる。
【編集担当】若林祥文、三浦匡史、古里実、福田雄亮　【編集協力】UDCO
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都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

特集
前 編
大宮駅東口のまちづくり

まちづくり再編の胎動

表紙写真解説　❶2019年5月に竣工予定の大宮区役所新庁舎。シルクを想起させる外装デザインは、かつてこの地域に製糸工
場が集積していた歴史と記憶を引き継ぐ大切なモチーフとなっている。 ❷武蔵国一宮氷川神社・二の鳥居。この先にある大宮図
書館は区役所新庁舎へ移転予定。 ❸大宮駅東口から中央通りを見る。駅前に降り立ち歩く人の目線からは奥に控える緑豊かな
氷川参道の気配は感じ取れない。 ❹アートフルゆめまつりの様子。ハード面でのまちづくりは目に見えて進まない状況でも、まちを
使って地域の人たちが出会い、交流するシーンは着実に増えてきた。 ❺路地は東口ならではの風景。人との距離が近い、この「界
隈性」は防災面の不安にも苛まれるが、これもまた貴重な東口の「らしさ」であろう。 ❻大門町2丁目中地区市街地再開発事業計
画地（2021年10月竣工予定）。駅前再開発のリーディング事業としての役割が期待される。（写真❷❹提供：UDCO）
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都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

大宮駅東口のまちづくり特集
前 編 まちづくり再編の胎動

❶

❷

❸

❻

❹

❺

つくたまとは？

●調査及び研究事業
見沼田んぼ景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの
活用を含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま
百景普及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区
画整理町界・町名変更検討業務／東大宮商店街地域つながり力アップ支援事
業／埼大通り商店街地域つながり力アップ支援事業／桜木駐車場周辺課題
等把握支援業務／2019年台風19号水害記録プロジェクト

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議支援／区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支
援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画／さいたま市総合型地域スポーツクラ
ブのあり方検討調査業務

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和／サステナブルさいたま研究会

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアク
ションプランの検討／埼玉県景観アドバイザーとしての取組

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費3,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

今後、気候変動、人口減少と超高齢化、国際化、経済の成熟、働き方の
変化等が進む中で、例えば2050年のさいたま市に向けて引き継ぎ育て
ていくべき特に大事な風景を選定、それらを若い世代を含めた市民で共
有することを目指す。

2050年の安心安全　風景の基盤であるとともに、市民生活の安全性にとって
重要な地形と水の流れを表わす風景を選定
2050年への継承　オールさいたまではなく、より小さな地域単位での歴史に
基づく特徴や個性、魅力を伝える風景を選定
2050年の豊かさ　新しい活力を受け入れつつ、市民の生活の豊かさ、楽しさを
つくり出している活動の風景を選定

新百景選定のコンセプト・案

コンセプトに基づいて、風景が表現するテーマを設定、それらに沿って
風景を選定していきます。

新百景選定のテーマ・案

治水の風景／利水、親水の風景／暗渠道の風景／谷戸利用の風
景／台地端の風景／農地、里山の風景／原始・古代の風景／旧
街道と石造遺跡等の風景／近代（戦前）の風景／地域の知られ
ざる伝統行事の風景／さいたまの住まいの風景／さいたま文化の
風景／新しい都市活動の風景

さいたま百景委員会では、市民からの公募に基づいて “さいたま市の今” を
表わしている風景を100箇所選定、2010年11月に『市民が選んだ さいたま
百景』を発行しました。以来約10年が経ち、当初の目的、「旧４市の市民が
お互いに地域のことを知合い、さいたま市民としての一体感を醸成するこ
と」もある程度進んできたと考えられます。
21世紀も半ばに近付きつつある現在、さいたま市にもさまざまな変化や課
題が想定されます。そこで、明日のさいたま市の環境や市民生活のあり方を
考える一助とするため、新たな視点から「さいたま百景」を選定することと
しました。

テーマごとの公開ワークショップを開催し、そこで提出された風景（新
百景候補）をWebで発表しながら広く市民からの応募を求めていきます。
公開ワークショップの予定、そこでの議論の内容や提出された風景につ
いては、逐次さいたま百景ホームページに掲載していきます。関心のあ
る市民の参加をお待ちしています。

募集・選定の進め方

さいたま百景ホームページ https://saitama100kei.info

新しいさいたま百景
明日に引き継ぐ さいたま百景
の選定をスタートします
さいたま百景選定市民委員会

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙
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都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

［今号の表紙］
「見沼田んぼ」のさいたま市見沼区見山上空
から新都心方向を見る。2019年の台風19号
の後、10月26日にドローンで撮影。畑地の
所々にまだ水が残り、手前の田では筋状の部
分は水が引き、ハサカケできた所。黄色部分
は２週間たっても稲の足元に水が残り、まだ刈
取りできなかった所。左の芝川も平常より水
位が高い。認定NPO法人水のフォルム提供。 さいたま百景選定市民委員会から

P.8インフォメーション

見沼田んぼの役割を考える特集

P.2見沼田んぼとは
見沼田んぼはどこにある／見沼田んぼの多様な顔1

P.3台風19号水害記録プロジェクト2
P.4 5見沼田んぼでの活動から

藤原悌子／北原典夫／丸山文隆3

P.6 7
これからの見沼田んぼに
どのような役割を期待するか4

委員会、審議会への参画

つ く た ま の こ の 分 野 の 2 0 年 の 実 績 を 概 観 す る

つくたまは、市民が地域のまちづくりに関心を持ち、行政と協働
してまちづくりを進めるためには、まちづくりの専門性を有する中
間支援組織のコーディネートが不可欠だと考えています。

そして、行政からまちづくり施策に関する委員会や審議会の委
員参加を求められた場合は積極的に協力し、市民と行政の協働
によるまちづくりを進めることを基本理念とした意見提出をして
います。

さいたま市総合振興計画審議会 　　 2002（平成14）年度
さいたま市都市計画マスタープラン策定委員会 　　 2003（平成15）～2005（平成17）年度
さいたま市福祉のまちづくり条例検討委員会 　　 2003（平成15）年度
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会 　　 2004（平成16）年度～
上尾市総合計画後期基本計画策定委員会 　　 2004（平成16）～2005（平成17）年度
さいたま市コミュニティ関連施設検討委員会 　　 2005（平成17）～2006（平成18）年度
さいたま市「農（アグリカルチャー）」検討委員会 　　 2005（平成17）～2006（平成18）年度
さいたま市行政改革推進懇話会 　　 2005（平成17）～2009（平成21）年度
さいたま市社会福祉協議会審議会 　　 2006（平成18）～2008（平成20）年度
さいたま市地域包括支援センター運営協議会 　　 2006（平成18）～2015（平成27）年度
埼玉県福祉のまちづくり推進協議会 　　 2006（平成18）～2008（平成20）年度
さいたま市農業検討委員会 　　 2008（平成20）～2009（平成21）年度
埼玉県景観審議会 　　 2009（平成21）～2014（平成26）年度
さいたま市自治基本条例検討委員会 　　 2010（平成22）～2011（平成23）年度
さいたま市しあわせ倍増プラン2009市民評価委員会 　　 2010（平成22）～2011（平成23）年度
さいたま市都市計画マスタープラン改定調査委員会 　　 2011（平成23）～2013（平成25）年度
上尾市まちづくり推進会議 　　 2020（令和2）年度～

つくたまの主な委員会や審議会への委員参加実績

見沼区：第3期～第7期 大宮区：第3期
桜区：第5期 中央区：第6期、第7期
南区：第4期、第5期、第7期
つくたまから区民会議委員参加の実績
緑区：第1期 西区：第3期、第4期
中央区：第4期、第5期
大宮区：第2期、第3期、第5期、第6期

つくたまの区民会議活動支援業務の担当実績 選挙候補者への公開質問
さいたま市長選挙のタイミングに候補者に公開質問を投げかけて回
答をHP に掲載しています。

自主的な調査研究
さいたま市内の鉄道駅のバリアフリー化状況を、障がいのある当事者
と一緒に調査して調査結果をまちづくりイベント等で発表しました。

市民版都市マスの策定と発表
さいたま市の都市計画マスタープランを研究する市民組織「さいたま・
まちプラン市民会議」の事務局を務め、「市民が考えるさいたま市まち
づくりビジョン2016」を策定してHP に掲載しています。

Vol.11　2020年11月発行

大宮駅東口のまちづくり・
後編　大宮をみる「まなざ
し」が変わる まちを活か
す人に出会う
・コロナ禍の経験によって生じたさいたま市や
大宮に対する生活者の価値観の変化を指摘
・まちを使いこなしまちを活かす人に注目
・UDCOや公民連携のキーパーソンへのイン
タビューを通じて市民のまちづくりへの参加
の重要性を指摘
・まちづくりの動向をとらえ紹介し市民のまち
づくり参加を進めるつくたまの役割を表明

Vol.5　2016年3月発行

さいたまから考える
生物多様性まちづくり
・生物多様性が重要である意味を解説
・さいたま市はもともと生物多様性が豊か
だったことを指摘
・都市開発の進展による生物多様性の危機的
状況を解説
・市民参加による生物多様性保全のアクショ
ンを呼びかけ支援施策の充実を提言

Vol.6　2016年10月発行

リノベーション×
まちに向けて開く
＝大切な場所
・さいたま市内11箇所のリノベーション事例
を取材して紹介
・空き家や遊休施設をリノベして社会に働き
かけている取組みを評価
・それらの事例が市民にとって「大切な場所」
として機能していることに注目
・いきがい、支えあい、アートなど多様な社会
的機能を担う市民の取組みに期待

Vol.2　2014年5月発行

さいたま市の
地区計画を考える
・さいたま市の地区計画の活用状況を整理評
価
・地区計画の活用の広がりを期待して市民に
向けたメッセージを発信
・同時に、地区計画の策定を支援する行政の
丁寧な対応を提言
・まちづくりセミナーや専門家派遣制度による
つくたまの地区計画策定支援の取組みを紹介

Vol.8　2018年1月発行

バリアフリーな都市
・福祉のまちづくりの変遷を概観
・法整備やバリアフリー改修の背景に当事者
参加や人権問題への視座が必要であることを
指摘
・つくたまによる駅バリアフリー整備状況調査
の取組みと調査結果を紹介
・バリアフリーな都市に向けた「終わりなき取
組み」の必要性を提言

Vol.3　2014年10月発行

まちづくりとアートの関係
～さいたま市、今後への期待
・全国及びさいたまにおけるまちづくりとアー
トの関係を概観
・パブリックアート、芸術祭なのどアートイベ
ント、街並みと都市デザインについて論評
・NPO法制定後のアートNPO によるまちづ
くり活動に注目
・さいたま市文化芸術都市創造条例を評価し
文化芸術をまちづくり活かす政策に期待

Vol.9　2019年3月発行

大宮駅東口のまちづくり・
前編　
まちづくり再編の胎動
・大宮駅東口のまちづくりの動きを捉えて歴
史的経緯を紹介
・官・学・民のキーパーソンに大宮駅東口のま
ちづくりについてインタビュー
・つくたまが継続的に係わってきた氷川参道
の整備について紹介
・今後の大宮駅東口のまちづくりで重視すべ
き論点を「後編」につなぐ

Vol.4　2015年5月発行

さいたま市の
都市マスを読む
・都市計画マスタープラン（都市マス）の役割
とさいたま市の都市マスを解説
・地域まちづくり、区単位のまちづくりの重要
性に注目して市民参加の促進を提言
・市民が積極的に都市マスを読み解きまちづ
くりに参画することを呼びかけ
・「さいたま・まちプラン市民会議」の取組み
を紹介

Vol.10　2020年5月発行

見沼田んぼの役割を考える
・見沼田んぼとはどのような場所でどのよう
な意味をおびているのか紹介
・2019年台風19号に伴う豪雨の際に果たし
た見沼田んぼの治水機能に注目
・見沼田んぼの治水機能を高いレベルで維持
するために寄与している市民活動を紹介
・「グリーンインフラ」である見沼田んぼを持
続的にマネジメントするプラン策定を提言

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙
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［今号の表紙］
　さいたま市役所上階から南側の市街地を
望む。整然とした道路網に2階建てを主とする
戸建住宅が並ぶ。右奥の緑は別所沼公園。
　この辺りは鹿島台と呼ばれ、昭和初期に宅
地開発型の耕地整理によってつくられた住宅
地である。かつては画家などの芸術家が多く
住まい、住宅都市・さいたま市のアイデンティ
ティーを形成する良好な住宅地のひとつだ。
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さいたま市の
地区計画を考える

特
集
P.2

P.4

市民まちづくりへの支援活動まちづくり講座と専門家派遣
P.6

P.7

つくたま事務局メンバー

市宿通り 道路整備協議会
P.8

つくたまプロジェクトレポート

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

インフォメーション

つくたまとは？

【主催】さいたま市
【場所】ホテルブリランテ武蔵野2階エメラルドA・B

都市計画マスタープラン改定
シンポジウム

鉄道のまち大宮
鉄道ふれあいフェア

5
17

7
5

5
24

総会企画セミナー
「NPOマーケティングで組織変革」

つくたま塾
「都市農地保全のまちづくり」

6
15

JR大宮総合車両センターの開業120周年を機に、市とJRが共同で開催。駅周辺
では 西口れんが通りや東口銀座通りなどでもイベントを予定。
www.city.saitama.jp/006/014/010/001/001/005/001/p035850_d/fil/04-07.pdf

【場所】大宮駅周辺

ソロモン諸島を支援するNGOから設立されたサステナ・クルー株式会社の佐藤
亮さん、高松美浦さんによるセミナー。
www.sa-npo.org

【主催】認定NPO法人さいたまNPOセンター
【場所】武蔵浦和コミュニティセンター第9集会室

東京工業大学大学院の中井検裕教授による基調講演のほか、プランの概要説明、
パネルディスカッションなど。
www.city.saitama.jp/004/001/002/005/chuo/p034738.html

【主催】東洋大学理工学部建築学科
【場所】さいたま市民会館おおみや

6
5・6・26

7 大宮東口プロジェクト

打ち水大作戦

さいたま市民会館おおみやと大宮公園の2か所について、学生が行う仮想プラン
づくりの演習に地元市民も参加する企画。

調査及び研究事業
見沼田圃景観創造プロジェクト／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾
の開催／さいたま百景選定事業／つくたま10周年記念事業／埼玉県景観整
備機構活動（景観DBの活用を含む）／上尾市区画整理公園実施設計業務

情報発信事業
Webサイト、FBの運用／埼玉住まい・まちづくり交流展2013／Who's Who／
つくたま情報紙の発行

普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
さいたま・まちプラン市民会議2013～2014／見沼区民会議活動支援業務／
中央区区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支援／さいたま
カーフリーデー2014／大宮の街づくりを盛り上げるシンポジウム企画実施

市民活動支援事業
天沼住宅地区計画検討支援／浦和常盤8丁目地区計画検討支援／さいたま
市民自治フォーラム

その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／さいたま市地域包括支援センター
運営協議会／さいたま市都市計画マスタープラン改定調査委員会／埼玉県
景観審議会／つくたまアクションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

　協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）
を掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費5,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資
金的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」では
ありませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

【主催】さいたま・まちプラン市民会議
【場所】さいたま市市民活動サポートセンター：多目的展示コーナー

【主催】NPO法人都市づくりNPOさいたま
【場所】浦和コミュニティセンター第8集会室

1

まちプラン市民会議有志が作成している「さいたま市まちづくりビ
ジョン（素案）」のパネル展示、資料配布、ミニサロンによる意見交換、
および意見収集　www.tsukutama.info

25

都市の農地はいかにして保全することができるか。芝浦工業大学名
誉教授、都市農地活用支援センター理事の水口俊典さんによる講演
と意見交換。　www.tsukutama.info

6

夏の交流イベント
「君だけのおもしろ市民活動図鑑をつくろう」

【主催】さいたま市市民活動サポートセンター
【場所】さいたま市市民活動サポートセンター

26

多種多様な市民活動をわかりやすく伝えるための工夫を、来場した子どもたちに
評価してもらう企画。
www.saitamacity-support.jp/

7

【主催】さいたま市環境会議、さいたま市
【場所】氷川参道・平成ひろば
平成ひろばを会場に、涼エコライフの展示や体験、温度測定など。打ち水後は、
すずかぜコンサートを開催。
www.facebook.com/saitamacity.eco.committee

市民が考える
まちづくりビジョン19

6
21

6～

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

03
October.2014
vol.

［今号の表紙］
　さいたま新都心は、国の機関の移転整備や
民間企業誘致、さいたまスーパーアリーナなど
集客施設を備える新しい街で、2000年5月5
日に「街開き」が行われた。
　“パブリックアート”が積極的に取り入れられ、
街のあちこちに現代彫刻が点在している。写真
は「モーレソースの丘」（三梨伸）。歩行者空間
と植栽空間を区切る設えを兼ねている。

18

〒336-0917 埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21（地域生活デザイン内）
tel & fax : 048-876-1782　e-mail : jimu@tsukutama.info
http://www.tsukutama.info

●編集・発行／2014年10月（通算第3号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

まちづくりとアートの関係
～さいたま市、今後への期待

特
集
P.2

P.6

P.7

中村 誠 さん ［ SMF事務局 埼玉県立近代美術館主席学芸主幹 ］

アートフルゆめまつり実行委員会
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

11・12

インフォメーション

つくたまとは？

【主催】アニ玉祭実行委員会
【場所】大宮ソニックシティ

アニ玉祭 アニメ・
まんがまつりin埼玉

川口アート散歩
川口染織業の記憶を
たどる「糸のみち」

10 10
12

11
2

第四回本庄オープン
古（フル）ハウス

10
19

川口染織業の記憶をたどる「染のみち」と、「織のみち」
の2ツアー。
www.artplatform.jp/event2014/flier/itonomichi.pdf

【主催】あなたとどこでもアート実行委員会
SMF（Saitama Muse Forum） 【場所】川口市

【主催】第11回さいたま市みどりの祭典実行委員会、
さいたま市 【場所】市民の森・見沼グリーンセンター

【主催】ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム実行
委員会 【場所】さいたま新都心付近

古い建物「古ハウス」と「古い生活」を通して「これか
らの暮らし」を考える。
http://ninokura.web.fc2.com/open-o-house-all.html

【主催】古ハウスオープナーズ
【場所】Cafe NINOKURA

アニメと観光をテーマに、県内を中心にアニメの聖
地が大集合。
www.anitamasai.jp/

調査及び研究事業
見沼田圃景観創造プロジェクト／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾
の開催／さいたま百景選定事業／つくたま10周年記念事業／埼玉県景観整
備機構活動（景観DBの活用を含む）／上尾市区画整理公園実施設計業務

情報発信事業
Webサイト、FBの運用／埼玉住まい・まちづくり交流展2013／Who's Who／
つくたま情報紙の発行

普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
さいたま・まちプラン市民会議2013～2014／見沼区民会議活動支援業務／
中央区区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支援／さいたま
カーフリーデー2014／大宮の街づくりを盛り上げるシンポジウム企画実施

市民活動支援事業
天沼住宅地区計画検討支援／浦和常盤8丁目地区計画検討支援／さいたま
市民自治フォーラム

その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／さいたま市地域包括支援センター
運営協議会／さいたま市都市計画マスタープラン改定調査委員会／埼玉県
景観審議会／つくたまアクションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

　協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）
を掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費5,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資
金的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」では
ありませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

18・19
第11回さいたま市
みどりの祭典

10

みどりに触れ、親しみ、楽しむ祭典。市内の緑、自然
環境、農業関係の団体が多数参加。
www.city.saitama.jp/001/010/009/p037415.html

城下町岩槻鷹狩り行列

【主催】城下町岩槻鷹狩り行列実行委員会
【場所】東武アーバンパークライン 岩槻駅付近

3

2013年に始まった新しいイベント。将軍の鷹狩り行
列と、藩主の出迎え行列が見所。
www.takagari.jp/

11

第10回さいたま百景巡回ツアー
「見沼代用水西縁周辺をめぐる」

【主催】さいたま百景選定市民委員会
【場所】さいたま市見沼田んぼ付近

10

さいたま市らしい風景を巡るツアー。
見沼田んぼの西を流れる見沼代用水西縁を巡る。

11

15・16 埼玉住まい・まちづくり交流展2014 in 越谷11

【主催】日本建築学会関東支部埼玉支所
　　　NPO法人越谷市住まい・まちづくりセンター
【場所】越谷市市民活動支援センター
県内のまちづくりＮＰＯ、専門家、大学、企業などが集結。パネル展やシンポを開催。
www.koshi-machi.com/?p=1213

11
上旬 ふなのづくり

【主催】NPO法人見沼ファーム21
【場所】見沼田んぼ
伝統的なわらの保存方法である「ふなの」。2009年
に約50年ぶりに復活。
www.minuma-farm21.com/

欧州で絶大な人気を誇る自転車ロードレースのトッ
プ選手がさいたま新都心に集結。
www.saitama-criterium.jp/

2014ツール・ド・フランス
さいたまクリテリウム25

10

ジオパーク秩父バスツアー2014

【主催】NPO法人野外調査研究所
【場所】秩父地域
紅葉の奥秩父山地と荒川の自然と遺跡・風土にふれるツアー。
www.yagaiken.blog68.fc2.com/blog-entry-68.html

25
11

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

・

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

04
May.2015

vol.

［今号の表紙］
　市民活動サポートセンター・多目的展示コー
ナーでの、「市民が考えるまちづくりビジョン／
2030年市民生活シナリオ」の発表と意見交換
の会の風景。
 2014年6～10月、まちプラン市民会議とまち
づくり市民ネットワーク・さいたまが市内3か所
で延べ8日間にわたって開催し、さいたま市職
員を含む多くの市民が参加した。

18

〒336-0917 埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21（地域生活デザイン内）
tel & fax : 048-876-1782　e-mail : jimu@tsukutama.info
http://www.tsukutama.info

●編集・発行／2015年5月（通算第4号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

さいたま市の
都市マスを読む

特
集
P.2

P.6

P.7

奈良 吉倫 さん
［ 特定非営利法人都市づくりNPOさいたま副理事長 ］

まちづくり市民ネットワーク・さいたま
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

P.4

まちプラン市民会議のコーディネート
市民が考えるまちづくりビジョンの作成

つくたまプロジェクトレポート

インフォメーション

つくたまとは？

桜環境センターが開設 さいたまトリエンナーレ
開催に向けて

第8回アートフル
ゆめまつり開催

6
28

　4月1日、さいたま市桜区の鴨川・鴻沼川合流点近
くに、市内4箇所目の環境センターとしてオープンし
た。同施設には温浴施設やレストランの他、環境を
体験的に学ぶことができる展示やプログラム、ビオ
トープや活動スペースなどが設けられており、「成長
する施設」を目指している。

調査及び研究事業
見沼田んぼ景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの
活用を含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま
百景普及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／東大宮商店街地域つな
がり力アップ支援事業／5つのワーキンググループ活動

情報発信事業
Webサイト、FBの運用／チラシ・リーフレットの発行／つくたま情報紙の発行

普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
さいたま・まちプラン市民会議の事務局支援／南区民会議活動支援業務／
中央区区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支援

市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／さいたま市民自治フォーラム

その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／さいたま市地域包括支援センター
運営協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアクションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

　協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）
を掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費5,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資
金的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」では
ありませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

6月～2月 さいたま・水とみどりの
アカデミー（全10回）

【主催】NPO法人水のフォルム
【場所】浦和コミュニティセンター
人間が英知を積み上げた都市や価値観は正しかった
のか、水と緑の視点から深く考える。
www.w-forum.jp/

「天覧山谷津のホタル観察会」
の巻

【主催】天覧山・多峯主山の自然を守る会
【場所】能仁寺（飯能市）
ホタルの数え方や生態をレクチャーしてから天覧入り
ホタルの里で観察。
www.tenranzan.com/

7
19
プロジェクトワイルド・
エデュケーター講習会

【主催】さいたま市桜環境センター
【場所】さいたま市桜環境センター
野生生物をテーマとした環境学習プログラムの一般
指導者養成講座。
www.sakura-kc.saitama.jp/

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

　4月16、22、29日の3日間、2016年秋のさいたまト
リエンナーレ開催に向けたオープンミーティングが、
浦和、岩槻、大宮の3箇所で開催、目指す方向性や準
備の説明と意見交換が行われた。各会場には、まち
づくりやアートなどに関わる多くの市民が集まり、開
催に向けた期待の高さが伺えた。

　4月26日、大宮のまちがアートとパフォーマンスに
染まる「アートフルゆめまつり」が開催され、主催者発
表で4～5万人が来場した。今年は新たに平成ひろば
で「おおみや杜の市」を企画、地元の飲食やアートクラ
フト物販の出店など、新たなにぎわいが生まれた。

イベント
報 告

イベント
報 告

イベント
報 告

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

06
October.2016
vol.

［今号の表紙］
大切な場所にはこだわりの小道具がたくさん
ある。建物の前に立つ看板、色鮮やかなのぼ
り、室内ではゆっくりと足を伸ばせる畳、お知
らせ類がいっぱい詰まったラックや掲示板、み
んなでつくった庭など。そうした思いのこもっ
たものたちを受け止めるのも楽しい。次に訪れ
た時にどんな発見があるだろうか。眠っていた
ものが輝きだすとまた出会いたいと思う。

18

〒336-0917 埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21（地域生活デザイン内）
tel & fax : 048-876-1782　e-mail : jimu@tsukutama.info
http://www.tsukutama.info

●編集・発行／2016年10月1日（通算第6号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

特
集
P.2

P.6

P.7

千葉 晃一 さん
［ ゆずり葉の運営者／一般社団法人コレカラ・サポート 代表理事 ］

桜区のまちづくりを進める会
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

P.5

丹過・長谷川見世蔵の保全活用の取り組み
つくたまプロジェクトレポート

リノベーション　まちに向けて開く（社会貢献）
　 大切な場所

かける

インフォメーション

つくたまとは？
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●調査及び研究事業
見沼景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの活用を
含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま百景普
及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区画整理
町界・町名変更検討業務／東大宮商店街地域つながり力アップ支援事業／ 5
つのワーキンググループ活動

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議の事務局支援／見沼区区民会議活動支援業務／中央区区民会議
活動支援業務／南区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支
援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和（仮称）

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／さいたま市地域包括支援センター
運営協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアクションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費5,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

2016年度
さいたま百景巡回ツアー

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

2・27
11

20・

9 浦和まちかど美術館

【主催】浦和宿けやきの会
浦和宿の21の店舗を会場に浦和ゆかりの
アーティスト達が作品を展示する。期間中、
美術館街り、茶話会などを開催する。詳しく
は浦和観光案内所や参加店舗で地図を配
布しているので、ご参照ください。
【問い合わせ先】
浦和宿けやきの会 原田紀子
nokohr@nifty.com

【主催】さいたま百景選定市民委員会 ３つのエリアで、さいたま百
景を巡るツアーを実施。「さいたまトリエンナーレ2016」とも連携して、
各エリアでのアートイベントにも参加する予定。（写真：ボート池）
10/2（日）大宮エリア「氷川の地脈から、現代大宮の賑わいを訪ねる」
10/27（木）岩槻エリア「城下町と現代アートを巡る（仮）」
11/20（日）浦和南部エリア「さいたま市南端の凸凹を巡る（仮）」
詳しくは、「さいたま百景」HPで順次掲載していきます。

【主催】飯能まちなかを元気にする会
【共催】全国路地のまち連絡協議会
過去賑やかであった過去の飯能路地を再現し、路地本来
の魅力を様々な角度から映し出す。路地シンポジュウムや
路地での遊びが満載の路地まつりなど開催する。（写真：
歴史的建造物が路地のあちこちに建っています）
詳しくは、「飯能まちなかを元気にする会」のHPで。

24
12

11～ 9 さいたまスタディーズ特別展

【主催】さいたまトリエンナーレ実行委員会
うらわ美術館内でトリエンナーレ期間中開催。昨年度、
さいたま市の古代から現代までを通観した勉強会の成
果を編集しなおした展示を行います。大きな本などの展
示にぎっしりかつ分かりやすく詰まっています。入場無料
です。うらわ美術館は浦和ロイヤルパインズホテルのあ
る建物の3階。
詳しくは、下記HPで。
https://saitamatriennale.jp/report

24
12

11～

つくたま塾に
ご参加
ください

日光街道越ヶ谷宿
第4回 宿場まつり

2か月毎に開催される公開勉
強会です。身近な課題を取り上
げて学習したり、講師を囲んで
話し合いをしたりしています。
これまでの内容は、「都市づく
りNPOさいたま」のHPでご覧
いただけます。

【主催】丹過長谷川見世蔵活用検討委員会
岩槻駅近くの旧白木綿問屋長谷川見世蔵では鷹狩行列
が行われる11月3日には蔵開きを行います。その他随時、
琴の演奏会、街歩きの拠点として蔵が使われています。
詳しくは、「都市づくりNPOさいたま」のHPで順次掲載
していきます。（写真：岩槻の街中にある登録有形文化財。
郷土資料館(旧岩槻警察署）、大正館）

10
15・16

11 長谷川見世蔵の蔵開きなど

全国路地サミット in 飯能

3 他
参加者
募集

地域の市民団体が古民家・まちなみガイドツ
アーを行います。明治、大正、昭和の建物が残る
旧日光街道（日光道中）を、昨年登録有形文化
財の答申を受けた商店をはじめ、見どころを建
築や郷土史の専門家の解説を受けながら散策
します。詳しくは「旧日光街道・越ヶ谷宿を考え
る会」のフェイスブックをご覧ください。

11
13

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

07
August.2017
vol.

［今号の表紙］
「景観」は、目に映る景色や風景を意味する。
ともすれば、景観とは表面的な「美しさ」と捉
えられがちだ。しかしよく観察すると、景観が
あるのは、歴史や地形、自然環境や文化など、
様々な要素がその背景にあることに気づかされ
る。景観を残すためには、風景の源泉を丁寧
に読み取り、後世に残すためには、市民の力
が欠かせない。
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〒336-0917 埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21（地域生活デザイン内）
tel & fax : 048-876-1782　e-mail : jimu@tsukutama.info
http://www.tsukutama.info

●編集・発行／2017年8月1日（通算第7号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

P.6

P.7

手島 亙（てじま わたる）さん
　市民の活動がまちの景観をつくる。
　これからの田園のあり方を提案する農のあるまちづくりの推進

さいたま百景選定市民委員会
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

P.4

つくたまの景観づくり活動
つくたまプロジェクトレポート

景観を通じてまちをとらえるP
2特集

インフォメーション

つくたまとは？

●調査及び研究事業
見沼景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの活用を
含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま百景普
及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区画整理
町界・町名変更検討業務／埼大通り商店街地域つながり力アップ支援事業／
5つのワーキンググループ活動

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議の事務局支援／見沼区区民会議活動支援業務／中央区区民会議
活動支援業務／南区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事務局支
援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアク
ションプランの検討

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費3,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

地産地消市・みぬマルシェ 9月開催

【時間】13:00 ～16:30頃 【場所】小川町
まち歩きを通して、小川町の宝（地域遺産）を発見し、小
川町の魅力を伝える地図をつくる全3回のワークショッ
プの1回目。写真と詩（俳句、短歌）で、町のお宝を生け捕
りします。
【問い合わせ】NPO法人小川町創り文化プロジェクト事
務局（平山） ☎090-9845-0819

【時間】12:30 ～15:00 【場所】見沼区役所
見沼区区民会議での4年にわたる
議論からスタートした、有志による
見沼区産野菜の直売会の第2回開
催。月1回程度、地元・見沼区産の
旬の野菜を、生産者が直接販売し、
区民有志が支援しています。

9
27小川町のお宝さがしワークショップ9

24

都市づくりNPOさいたま年次総会

2016年11月21日 開催
2016年度の年次総会は、北浦和駅近くにある「いえ・まち再生サロン味才(あじさ
い)」を会場に開催しました。当日は22名の出席により総会は成立。いずれの議案
も、全会一致で議決されました。議事終了後は、「味才」を運営する一般社団法人
いえまち再生会議の小山さんより、場を開設した経緯や狙いなどについてお話し
を頂くとともに、会員それぞれの近況などについて情報交換を行いました。

イベント
報 告

つくたま塾
さいたまトリエンナーレ2016を振り返り、
これからのさいたま市におけるアートとまちづくりを展望する

2017年1月27日 浦和コミュニティセンター 開催
12月に閉会した「さいたまトリエンナーレ2016」のプロジェクトディレクター・森
真理子さんをゲストにお迎えし、担当されたプロジェクトに込められた意図や準
備・開催に当たっての裏話、さらには、ご自身の経験を踏まえつつ、さいたま市にお
けるアートとまちづくりの未来についてのお話を伺いました。当日は申込多数のた
めに大きな会場に変更、43人の参加者と共に、会場は熱気に包まれました。

イベント
報 告

都市づくりN P Oさいたま情報紙都市づくりN P Oさいたま情報紙

08
January.2018
vol.

［今号の表紙］
浦和駅東口コムナーレより駅前広場を俯瞰。
永年の懸案だった東口の再開発、線路の立
体化と東西自由通路の整備に伴い、東口駅
前広場が新しく整備され、現在駅ビルが建
設中。さいたま市内31駅の中では、バリアフ
リー対応が進んでいる駅のひとつである。
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〒336-0917 埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21（地域生活デザイン内）
tel & fax : 048-876-1782　e-mail : jimu@tsukutama.info
http://www.tsukutama.info

●編集・発行／2018年1月31日（通算第8号）●デザイン・編集協力／藤巻 武士、松尾 英香

P.6

P.7

若尾 明子さん
［ 特定非営利活動法人クッキープロジェクト 代表理事 ］

NPO元気スタンド
P.8

つくたまな人々

まちづくりNPO紹介

インフォメーション

都市づくりNPOさいたまは…
市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し
具体的まちづくり活動を実践して
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

P.5

福祉のまちづくりへの取組み
つくたまプロジェクトレポート

バリアフリーな都市P
2特集

昨年、不動産屋の
ショーウインドーを
飾った作品です

インフォメーション

つくたまとは？

●調査及び研究事業
見沼田んぼ景観形成ビジョン研究会／埼玉県景観整備機構活動（景観DBの
活用を含む）／高沼用水の整備に関する検討／つくたま塾の開催／さいたま
百景普及活動／上尾市区画整理公園実施設計業務／上尾市大谷第四地区区
画整理町界・町名変更検討業務／東大宮商店街地域つながり力アップ支援事
業／埼大通り商店街地域つながり力アップ支援事業／ 5つのワーキンググ
ループ活動

●情報発信事業
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行

●普及、人材育成事業
研修旅行／講師派遣

●コーディネート、ファシリテート事業
氷川の杜まちづくり協議会／ JR環境空間「河童の森づくり」に関する支援／
「河童ぶち公園整備」に関する市民参加のコーディネート／さいたま・まちプラ
ン市民会議2015~2016／区民会議活動支援業務／アートフルゆめまつり事
務局支援／岩槻・丹過長谷川蔵保全活用計画／さいたま市総合型地域ス
ポーツクラブのあり方検討調査業務

●市民活動支援事業
市内各地区の地区計画検討支援／芸術文化を活かした地域活性化事業～美
術と街巡り・浦和

●その他の事業
さいたま市福祉のまちづくり推進協議会／埼玉県景観審議会／つくたまアク
ションプランの検討／埼玉県景観アドバイザーとしての取組

つくたまは、都市づくりNPOさいたまの愛称です。つくたまは、市民のまちづくりへの参加を支援し、まちづくりの新たな価値の提案や、
具体的まちづくり活動を実践して、市民がまちづくりの中心にある社会を目指す特定非営利活動法人です。

つくたまの主な活動

都市づくりNPOさいたま情報紙「つくたま」の発行に
協賛を募集しています。

協賛金10,000円でこの欄に協賛いただいた方の記事（広告やイベント告知等）を
掲載いたします。

都市づくりNPOさいたまは
正会員、賛助会員を募集しています。

●正会員（年会費10,000円）：当会の趣旨に従って事業に主体的に参画していた
だける個人の方で、法律上NPO法人の「社員」となります。年度一回の総会に
出席して議決権を有します。

●賛助会員（年会費3,000円/口・年度を1口以上）：当会の趣旨に賛同し、資金
的な支援をいただける個人または法人の方。法律上NPO法人の「社員」ではあ
りませんが、当会から情報提供を受けられます。

募
集

募
集

各お申し込み・お問い合わせは下記「都市づくりNPOさいたま」まで

【時間】19：00～21：00 【場所】まちラボおおみや（大宮駅東口、大宮ラクーン8F）
都市や近郊の農地に関する法律の改正により何が変わるのか、その意図は。都市づ
くりNPOさいたまの創設メンバーの一人でもある水口俊典さん（芝浦工業大学名誉
教授・一般財団法人 都市農地活用支援センター 理事）にお話を伺います。
【定員】30名（申し込み順） 【参加料（資料代込）】500円
www.tsukutama.info

つくたま塾
農地を活かすまちづくりのための制度改革の動向

2
28

岩槻駅西口周辺の人形店などの商店や公共施設などで開催。
登録有形文化財に指定されている長谷川見世蔵も蔵開きをし
ます。近くの愛宕神社は、岩槻城下を取り囲んでいた大構、お
土居の上に鎮座していますが、その階段にはお雛様が勢ぞろいします。期間中はさ
まざまなイベントもあり、詳しくは市役所のHPなどをご覧ください。

まちかど雛めぐり

【時間】10：00～20：00 【場所】浦和コルソ1階 コルソ通り（浦和駅西口）
クッキープロジェクト（6ページ参照）に参加する作業所が、開発したクッキーを直接
販売するイベントも、今年で10回目。約15か所の作業所が50種類以上の多様なクッ
キーを販売します。

クッキーバザール20183
9～11

旧浦和宿の街角を飾るアート展を開催。その中で街に点在して
いる会場を訪ねる「ガイド・ツアー」（先着20名、参加費・保険料
100円）を実施します。
【日時】3/10（土）11:00～12:30、3/11（日）11:00～12:30
申し込みは下記まで。集合場所等をお知らせします。
この他にも埼玉会館ほかでイベントが行われます。
a.wakabayashi2013@gmail.com　FAX：048-667-5025（若林）

美術と街巡り・浦和3
9～15

2
24

3
11

さいたま百景巡回ツアー

2017年に実施した3回のつくたま塾を報告します。
5/16　『あそびの生まれる場所』のあるまちは、どうすればつくれるか

西川正さん（特定非営利活動法人ハンズオン埼玉・理事）
7/26　『危機に瀕する見沼たんぼ地域の斜面林』と未来遺産・見沼たんぼプロジェ

クトの展開
北原典夫さん（未来遺産・見沼田んぼプロジェクト推進委員会）

9/26　オープンデータ／オープンガバメントで、市民参加のまちづくりはどう変わる？
庄司昌彦さん（国際大学GLOCOM准教授・主任研究員）

イベント
報 告 つくたま塾

さいたま百景選定市民委員会では2017年に3回のツアーを実施。いずれもあまり
市民が行くことのないエリア、普段は意識しないエリアで、新たな発見が満載だった。
11/5（日）　 もうひとつの見沼 忘れられた里の風景をさがす（参加者11名）

大崎公園～木傘神社～浦和大学～間宮の里の風景～川口自然公園
11/19（日）　浦和の谷をたどる ～藤右衛門川～谷田川～天王川（参加者19名）

浦和競馬場～本太氷川神社～天王川コミュニティ緑道～与野駅
12/10（日）　旧鎌倉街道・御成下道で岩槻城下に行く（参加者22名）

浦和美園～神明社～篠岡八幡～目白大学～真福寺貝塚～岩槻駅

イベント
報 告

講師

講師

講師

〜

都市づくりNPOさいたま情報紙

大宮をみる  「まなざし」  が変わる

まちを活かす人に出会う

特別号
大宮駅東口の

まちづくり・後編

November.2020

Vol.1　2013年10月発行

さいたま市協働の
まちづくりを考える
・2001年5月から2008年までの相川市政を
検証
・2007年の「市民活動及び協働推進条例」
策定と市民活動サポートセンター設置を評価
・市民活動が活発化する一方で市民と行政の
協働の停滞を指摘
・2008年からの清水市政において市民と行
政の協働が進むことを期待して課題を指摘
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まちづくり人材育成研修
つくたまでは、市民がまちづくりに取り組むきっかけづくりとして、
まちづくり講座の企画運営を行ってきました。また、実際に住環
境の保全などに取り組んでいる地区では、まちづくり専門家派遣
制度なども活用して市民とともにまちづくりのあり方について考
えてきました。これらの活動は、自主的に実施したものもありま
すが、行政と連携して体系的、組織的に取り組むことができたも
のもあります。そのような活動を通して市民との交流が生まれた
だけではなく、つくたまメンバーの専門家としての能力やその活
かし方を向上させることができ、行政との関係構築も進めること
ができました。

県内のまちづくり関係団体との交流
つくたまは、地域に根ざして活動しているため、さいたま市及び
その周辺都市を主な対象としていますが、埼玉県内各地のそれ
ぞれの地域で頑張っているまちづくり団体があり、それらの団体
と情報交流や事業連携をしています。

具体例としては、つくたまが企画コーディネートしている「埼玉
県景観行政団体施策研究会」では、毎年 1 つ事例研究のための
視察を実施していますが、視察先の選定や視察時の現地ガイドに
埼玉県内のまちづくり団体のネットワークが活かされています。

つくたまでは2005年から2012年に、さいたま市主催のまちづ
くりセミナーの企画運営を継続的に担当しました。2005年から
2007年の3年間は、市内の様々な市街地を題材に選び、現地調
査とワークショップを通してまちづくりの提案を行うプログラムを
体験する機会としました。2008年は良好な住環境のルールづく
りにテーマを絞り、それに関連する学習の機会や現地調査を行う

とともに、グループワークの成果としてはルールづくりの進め方を
《まちづくりすごろく》としてまとめ、プロセス整理や合意形成の
図り方について考える機会を設けました。2009年から20212年
にかけては、年毎に初心者向けから経験者向けへと対象層を段
階的に分けたプログラムを展開しました。

まちづくり人材育成セミナーの実績 –さいたま市まちづくりセミナー

つくたま塾
不定期に開催している「つくたま塾」は、まちづくりのホットな話
題や事例を学べる公開セミナーです。

ま ち づ く り 人 材 育 成 や 交 流 ・ ネ ット ワ ー キ ン グ 活 動

市民と行政の協働のまちづくりの推進が、つくたまの創立ミッションです。そしてそのミッションを達成するために、市
民側、行政側双方にまちづくりに関する学びの場や交流の場を生み出し、相互理解を高める日々の取組みが欠かせないと
考えています。

そもそも、市民がまちづくりに問題意識をもったり主体的に関わろうとしたりするきっかけは、例えば思いがけない開発で
住環境が脅かされたり、愛着を感じている水辺や緑の空間が失われてしまうなど、怒りや悲しみなどのネガティブな感情に
根ざしていることが多くあります。そのような負の感情、マイナスのエネルギーを、自ら課題解決につながるプラスの行動に
転換していくためには、市民、行政、事業者などまちづくりに関わる多様な主体の相互理解と協働関係が不可欠です。

つくたまは、まちづくりに関する学びの場の企画運営や、多様な主体の交流・ネットワーキング活動を通じて、相互理解と
協働関係づくりに取り組んでいます。

さらに、まちづくり市民活動への参加は、地域での仲間づくりや居場所づくりにも繋がっています。

これらの講座では、まちづくりに関する基礎知識を学ぶ座学だけでなく、まち歩きという要素を盛り込むことによって市民が
まちづくりを身近なこととしてとらえ、日頃からまちづくりに主体的に参加できるような敷居を低く構えることに留意しました。
また、まち歩きでの気づきをグループワークで現況分析やまちづくり課題へと整理したり、それを手がかりに将来像を提案し
たりといった、現実のまちづくり活動で直面する合意形成に至るまでのプロセスを擬似的に体験できるプログラムを工夫しま
した。プログラム全体を通じてつくたまのメンバーは、参加者が自ら考え話し合い結論を導き出すことを支援するファシリテー
ターとして寄り添いました。このようなセミナーでの体験はあくまで机上の擬似的なものではありますが、参加者にとっては
自分たちのまちのまちづくりについて主体的に考え地域で行動していくための素地をつくることができたのではないかと感じ
ています。事実、セミナー参加者の中にはその後地域でまちづくり活動を実践する方がいて、多様な場面でつくたまと連携
協力関係が生まれました。

つ く た ま の こ の 分 野 の 2 0 年 の 実 績 を 概 観 す る

まちづくり人材育成研修の実績
魅力あるまちづくり研修：2002年〜2005年
自治人材交流センター

さいたま市まちづくりセミナー：右ページ参照
さいたま市まちづくり総務課

草加市まちづくりリーダー研修：2004年
草加市みんなでまちづくり課

まちづくり専門家登録制度の活用実績
さいたま市、上尾市、埼玉県など

まちづくり団体の広域連携を活かした
「埼玉県景観行政団体施策研究会」の事例研究

2016年｜熊谷市を事例対象として、駅周辺の景観形成を研究
2017年｜小川町を事例対象として、観光を意識した景観づくりを研究
2018年｜飯能市を事例対象として、市民が先導する景観づくりを研究
2019年｜杉戸町を事例対象として、川や用水を景観資源として活かす研究
2020年｜行田市を事例対象として、県＋市＋関係住民の連携事業を研究

1　基礎講義

3　現況分析作業

6　グループ発表風景

2　まち歩き現地調査

4　まちづくり課題のまとめ
5　まちづくりすごろく

年度 セミナーのテーマとプログラム内容
2005	 現地を調査してまちづくりの取組み方を学ぼう!
	 対象地	:	与野本町、浦和岸町、浦和領家

2006	 現地を調査してまちづくりの取組み方を学ぼう!
	 対象地	:	高沼用水、氷川参道

2007	 現地を調査してまちづくりの取組み方を学ぼう!
	 対象地	:	本郷町北・吉野町南、岩槻市宿通り、
	 浦和駅東口周辺

2008	 基礎からわかる!良好な住環境のルールづくり
	 まちづくりすごろくの作成
	 対象地	:	北浦和東口周辺

2009	 "マップづくり"から「まちづくり」を始めよう!
	 基礎講義、事例・マップ紹介とマップづくり

2010	 まち歩きでまちの魅力を発見
	 対象地	:	浦和駅東口周辺

2011	 まち歩きからプランづくりまで
	 地区まちづくり計画の作成
	 対象地	:	氷川参道周辺

2012	 みんな納得!まちづくりプランにチャレンジ
	 地区計画案とまちづくりすごろく作成
	 対象地	:	北浦和東口周辺

さいたま市まちづくりセミナーの実施実績
2004年度
セミナー内講義の講師のみを担当
2005年度〜2012年度まで
セミナー全体の企画運営を担当
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つくたま塾の開催例（2018年一年間の実績紹介）

2018年10月3日(水) 
「まちづくりを支える仕組みをつくる」
講師：橘たかさん
一般財団法人 世田谷コミュニティ財団理事  合同会社 橘代表

2018年6月14日(木) 
「蔵の再生と景観協定・民間からのまちづくり」
講師：稲垣有以知さん
株式会社中央住宅 戸建分譲設計本部

2018年2月14日(木) 
「農地を活かすまちづくりのための制度改革の動向」
講師：水口俊典さん
芝浦工業大学 名誉教授  
一般財団法人 都市農地活用支援センター理事



あなたの生活や関心事とまちづくりは、必ずどこかでつながっています。自分が関心を持っているテーマとまちづくりを掛け
合わせると、どんな活動ができるか、一緒に考えてみましょう。

まちづくり人づくり

住民が主体となったまちづくりの手法や
仕組み、方法を知りたい・
技術を身につけたい

市民参加のまちづくり手法を体験し学べ
る各種セミナーなどを、行政と協働で
コーディネートしています。

つくたまの活動事例
・さいたま市まちづくりセミナー 
・魅力あるまちづくり研修

交通政策

障がいの有無に関わらず自由に社会参加
したい。そのために、便利で新しい
交通のあり方を模索したい

社会実験や自主調査、提案などを通じ
て、私たちのまちに最適な交通のあり方
について発信をしています。

つくたまの活動事例
・カーフリーデー参加・提案 
・駅バリアフリー化調査

リノベ・社会起業

リノベーションで古い建物を活用し、
愛着の持てる居場所づくりをしたい

まちの資源を活用し、建物を再生するこ
とで、まちに新たな息吹を吹き込む「リ
ノベーション」を、支援しています。

つくたまの活動事例
・つくたま塾「まちを面白くしたい ! ～さいたまで探
  し育てた挑戦の軌跡と未来予想図～」 
・ハムブック @ ハムハウスへの参加

テ ー マ 別 ま ち づ く り 課 題 へ の 取 組 み

景観

愛着と誇りを感じられる、
美しいまちに暮らしたい

そのまち “ らしさ ” とは何か。土地の
来歴や文化、地形などを大切にした「景
観まちづくり」を進めています。

つくたまの活動事例
・埼玉県景観整備機構の活動 
・景観行政団体施策研究会のコーディネート 
・埼玉県景観アドバイザーの活動

農と生きもの

都市における貴重な農地や生きものの
生息環境をみんなで支え、
未来に引き継いでいきたい

都市において、緑地や農地は無くてはな
らない貴重な資源。市民の森づくりの支
援や、農地保全の理解を拡げる活動等
をしています。

つくたまの活動事例
・つくたま塾「都市農地保全のまちづくり」 
・河童の森づくりの支援
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住環境の保全整備

住みやすいまちのルールを、
自分たちの手で決め、育てていきたい

住民自らがまちのあり方を考え、現状を確
認し、事例を調べ、ルールを作成し、合
意を形成するプロセスを支援しています。

つくたまの活動事例
・上尾市大谷北部第四土地区画整理地区街区公園整備 
・特定地区の地区計画の策定支援

福祉と共生社会

誰もが排除されることなく、
自分らしく暮らせるまち・
住み続けられるまちにしたい

誰もが使いやすく、暮らしやすいまちを
目指して、行政をはじめ、さまざまな主
体と協働しています。

つくたまの活動事例
・さいたま市福祉のまちづくり推進協議会の活動 
・埼玉県ユニバーサルデザイン推進アドバイザー

ICT・DX

ICT技術など、新技術とオープンデータを
組み合わせてまちの見える化を図りたい

シビックテックをベースに、市民自らが
社会基盤データを作り、これらをまちづ
くりに使えるような機会を作っています。

つくたまの活動事例
・景観資源データベース 
・つくたま塾「オープンストリートマップ」 
・つくたま塾「オープンデータ／オープンガバメント
  で、市民参加のまちづくりはどう変わる ?」

歴史文化芸術

身近に歴史・文化・芸術を感じることが
できるまちで暮らしたい

私たちのまちのアイデンティティの源泉
である歴史や文化を改めて磨く活動、芸
術をまちづくりに活かす活動などを進め
ています。

つくたまの活動事例
・訪ねたい・使い続けたい建築 HP 
・丹過長谷川蔵マッチングファンド事業 
・さいたまトリエンナーレ／国際芸術祭との連携



上尾大谷北部区画整理地区
区画整理組合を支援して公園づくり等を行う。区画整理事業の
中でつくる8つの街区公園を、利用者や機能、季節感などそれぞ
れに特徴のある公園にするため、地区住民と芝工大学生の参加・
協力によって全体構想を作成して、個々の公園の実施設計を行っ
た。この事業により当区画
整理組合は、2021年度街
づくり区画整理協会会長
賞（団体）、2022年度国
交省まちづくりアワード
功労部門国交大臣表彰
を受賞。

7号公園（どんぐり公園）2号公園（フィットネスパーク）

8つの公園のネットワーク図

見沼田んぼ地区

見沼田んぼでの主な活動
・さいたま市の「わたしが描く見沼田圃将来アイディア
  募集」に応募
・見沼田圃カキコまっぷの立ち上げ
・伝統的水田耕作に参加
  （NPO法人水のフォルムの活動に参加）
・見沼田圃水田利用調査の実施
・見沼たんぼ地域景観・未来へのビジョン作成
  （見沼たんぼ地域景観形成ビジョン研究会に参加）
・つくたま情報紙「見沼田んぼの役割を考える」発行、等

見沼田圃将来アイディア募集 応募案

見沼田んぼは130万人の都市の中央に存在する広大な緑地空
間、治水や農業を含めた多様な役割を持っている。つくたまは、
さいたま市誕生前の提言書「政令指定都市ビジョン2000」から、
見沼田んぼをさいたま市の最大のアイデンティティとして注目して
　　きた。見沼田んぼではさまざまなテーマを持った多くの市民団
　　体が活動しており、つくたまはそれらと協働して活動している。

特 定 地 区 の ま ち づ く り 課 題 へ の 取 組 み
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身近な地区でのまちづくりに向けて

こうぬま地区でやれたこと、やり残していること

身近な地区の良さや問題について地区住民が気付き、その課題解決に地区住民が主体となって取り組んでいくことが重要
です。また、そのような活動を地区の外にも発信して広く市民に呼び掛けて参加を求めるとともに、行政に働きかけてい
くことが重要です。
　つくたまは、地区における地区住民等の取組みを、広域的・専門的な知見と合意形成技術の提供、地区同士や行政との連
携によって支援していきたいと考えています。

こうぬま地区での活動

ワークショップ運営や環境・河川に関する専門知識を活用して、こうぬま地区における市民活動を支援し、さいたま市行政への橋渡しをするこ
とが出来た。しかし、「河童の森公園」の公的な緑地としての位置づけはまだなされていない。

氷川参道周辺地区

こうぬま地区はさいたま市中心市街地の西側にあり、中央に鴻
沼川が流れる低地部で、江戸時代に両側に高沼用水東縁・西縁
が開削されて水田地帯となりました。見沼田んぼと対をなす重
要な地区です。市街化調整区域に指定されていますが、近年ま
でさいたま市の中での位置づけが明確でありませんでした。つく
たまでは、この地区でその水環境、緑地環境の保全と育成に取
り組んでいる市民団体「こうむま・水と緑を楽しむ会」の活動を
支援しながら、さいたま市の調査・計画策定に参加して、こうぬ
ま地区の都市政策上の位置づけ強化に取り組んできました。

環境空間（鈴谷一丁目）整備計画の策定（2003年）
JR環境空間の緑地整備について、市民のワークショップによって
整備計画を策定する業務をさいたま市公園みどり課から受託し
て実施。つくたまが初めて手掛けた本格的デザインワークショッ
プであった。後に「河童の森」として整備されるJR環境空間に
ついて、市民団体「水と緑を楽しむ会」とさいたま市の協働によ
る公園整備のあり方を探る端緒となった。

（仮称）河童ぶち公園の市民参加による計画づくり（2011年）
区画整理事業で廃川敷となる高沼用水西縁の一部（通称：河童
ぶち）で、「水と緑の会」が水辺緑地整備を提案。さいたま市のマッ
チングファンドを活用して行うこととなり、つくたまが企画実施全
般を担当した。市民参加によるデザインワークショップを実施して、
「（仮称）河童ぶち公園」の整備イメージを作成。3つのゾーニ
ング（生態・学習ゾーン、広場ゾーン、親水ゾーン）のもとに、溜
池や淵、浅瀬などの多様な水の流れを提案した。現在おおむね
この提案にそって進められているが、設計・施工段階での住民協
議が求められる。

つくたまは、主としてさいたま市内のいくつかの特定の地区で、
関係住民等と協働してそこでのまちづくりの課題に継続的に取り
組んでいます。地区における取組みにおいては、そこでのまちづ
くりを主体的に考えている地区住民や市民活動団体の存在が欠
かせません。つくたまは、それらと協働、また行政とも連携してま
ちづくりに取り組んできました。	その主な地区は、見沼田んぼ
地区、こうぬま地区、氷川参道周辺地区、上尾大谷北部区画整
理地区です。その他、さいたま市と上尾市で、地区住民による地
区計画策定の支援を行ってきました。
　まちづくりに完成はありません。いずれの地区でも、引き続い
てまちづくりに取り組んでいきたいと考えています。

つくたまが取り組んできた地区

A　見沼田んぼ地区
B　こうぬま地区
C　氷川参道周辺地区
D　上尾大谷北部区画整理地区
E　上尾・はらいち台団地
F　上尾・五番町

G　梅の郷地区
H　天沼台地区
I　岸町西部地区
J　岩槻大栄町地区
K　領家一丁目地区
L　浦和西高台地区

M　浦和常盤八丁目地区
N　東大宮商店街地区
O　埼大通り商店街地区
P　桜木駐車場周辺地区
Q　岩槻まちづくり
      マスタープラン推進地区

氷川参道は延長約2kmの大宮氷川神社の参道。大宮の中心
市街地に接する貴重な緑地空間、歩行者空間である。ここでは
1995年から、周辺住民等を中心とする「氷川の杜まちづくり協議
会」が活動。つくたまはこの協議会に加わり、専門的な立場から
活動の支援を行ってきた。また、大学等を含めたさいたま市民に
活動を広げようとしてきたが、現在は活動に参加できていない。

地区計画支援地区
上尾市のはらいち台団地地区、五番町地区において、芝浦工業
大学と連携して、住民による地区計画策定を支援。また、さいた
ま市専門家派遣制度により、市内のいくつかの地区（梅の郷地
区、天沼台地区、岸町西部地区、岩槻大栄町地区、領家一丁目
地区、浦和西高台地区、浦和常盤八丁目地区）で、住民による地
区計画づくりを支援してきた。

上 尾 市

さ い た ま 市

J

Q

A

N

E

D F

P C

H

B
L

K G

I
MO

高沼用水の導水路区間、東縁区間、西縁区間、下流の鴻沼川合
流部について、市民参加で話し合って基本計画を策定する業務
を、さいたま市河川課から受託して実施。沿川自治会代表と公
募市民による41名の会議体を構成。実地踏査、情報把握勉強会、
ワークショップなどを通じて行政との折衝を重ねた。つくたまメ
ンバーの専門性と民主的でオープンな協議プロセスにより、高沼
用水改修整備を進める上で、治水機能と生態系の共存を目指す
基本計画を策定できた。

高沼用水路環境整備基本計画の策定（2004年）

JR環境空間の「河童の森」区域について、公的緑地として認定
しつつ市民に管理運営を委ねる手法を検討するための調査を、
さいたま市公園みどり課から受託して実施。横浜市、千葉市、多
摩市等の他都市事例の調査などと当該地区の課題整理に基づ
いて、公園の市民運営に対する制度提案を行った。「水と緑を楽
しむ会」とさいたま市の協定書見直しを目指していたが、いまだ
に実現していない。

公園の市民運営のあり方に関する調査（2007年）

氷川参道での主な活動
・氷川参道将来像ワークショップ、シンポジウムの開催
・並木保全のための樹木調査と並木敷きへの低木植栽
・歩行者空間化に向けた交通量調査、社会実験
・沿道の街並みを考えるワークショップ
・市民へのシンポジウム開催、観察会の実施、等

（仮称）河童ぶち公園　空間整備イメージ図

生態・学習ゾーン

広場ゾーン

親水ゾーン

＜上流側＞

＜下流側＞

河童の森

溜池

淵

早瀬

落差工

浅瀬

堰
入口▼

▼入口

入口▼

入口▼
吐水口

＜左岸側の部分イメージ＞ ＜水路の部分イメージ＞

＜広場および入口の部分イメージ＞ ＜右岸側の部分イメージ＞

＜植生・植栽の部分イメージ＞

（仮称）河童ぶち公園  空間整備イメージ図

ワークショップの様子 ワークショップのデザインカード（一部）

氷川参道の将来イメージ図
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「こうぬま・水と緑の会」を立ち上げた鈴木清史さんに聞いたことがある。
引っ越してきてあまり特徴のない地域にがっかりしたが、近くを散歩して
高沼用水西縁を見つけた。この埋もれた資源をなんとかしようと。



市民が
自然再生を実現した
河童の森

見沼田圃における伝統的な稲作、
斜面林の手入れを行っている
水のフォルム

生きもの大好きの代表である猪越さんは、子
どもたち向けにここに生息する生きものに触
れる多様な活動をしている。歴史を伝える高
沼用水路の水辺、多種多様な植樹によるこん
もりとした森が再生され、夏の夕方にはセミ
の抜け殻を観察する会などを開催している。

この土地区画整理事業は8つの街区公園をネットワーク、地下式
調整池上部を公園利用、積極的な保留地販売促進などコミュニ
ティの形成を目指す先進的な手法を取り入れた。

地区計画策定の経緯は、東北・上越新幹線の通過にともなって
ニューシャトル沼南駅が建設されたことにより、住環境の悪化が懸
念されたため。つくたまと芝工大の学生が策定プロセスを支援した。

つくたまに最近入会された福田さんは、大学時代
に過ごした大宮で家庭を営み、都内に通勤してい
る若い世代。これからも大きく変容していく地域の
なかで、色々な出会いを求めてネットワークを編み
ながら、自らの関りを積極的に作りだしている。

見沼田圃は時代によっていろいろな意味をも
つ。農業生産の場として、洪水時の貯留機能
の場として、身近なオープンスペースとして。
藤原さんは県土を潤す多様な水の流れの重
要性を訴えている。そして、ここ見沼では農
家たちが伝えてきた土地を慈しむ精神を市民
活動に活かそうと実践している。

現
在
、
与
野
中
央
公
園
区
域
で

長
年
検
討
さ
れ
て
き
た
調
整

池
計
画
が
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設

を
メ
イ
ン
に
し
て
進
み
つ
つ
あ

る
。
調
整
池
建
設
に
つ
い
て
県

が
主
催
す
る
説
明
会
に
行
っ
た

が
、こ
れ
ま
で
生
物
多
様
性
の

実
現
を
す
る
調
整
池
と
期
待
し

て
い
た
が
、
施
設
建
設
が
主
で

十
分
な
説
明
が
な
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
の
地
球
環
境
に
お
け
る

持
続
的
な
都
市
生
活
実
現
の
問

題
意
識
を
も
つ
市
民
活
動
団
体

の
連
携
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ

て
い
る
。
つ
く
た
ま
と
も
一
緒

に
や
り
た
い
。
河
童
の
森
で
は

自
然
観
察
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
が
、
市
か
ら
の
緑

地
管
理
運
営
に
対
す
る
応
援
は

な
い
。

久
し
ぶ
り
に
現
地
を
訪
問
し
、

放
置
さ
れ
た
空
き
家
な
ど
も

な
く
、
健
全
な
住
環
境
が
継
続

し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
地
区
計
画
の
策
定
は
自
治

会
に
と
っ
て
昭
和
40
年
代
の
分

譲
開
始
か
ら
今
日
ま
で
継
続
し

て
い
る
活
動
の
一
つ
の
通
過
点

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
よ
う
で
す
。
自
治
会

役
員
の
方
々
は
、
今
も
議
論
を

重
ね
な
が
ら
高
齢
化
の
進
展
に

対
応
し
た
自
治
会
運
営
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の

経
験
は
、
今
後
の
つ
く
た
ま
の

活
動
に
お
い
て
も
、
専
門
性
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
と

の
関
わ
り
方
を
考
え
て
い
く
一

つ
の
礎
に
な
っ
て
い
る
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

つ
く
た
ま
に
参
画
し
た2018

年
初
頭
は
仕
事
が
落
ち
着
き
、

地
域
活
動
を
思
案
し
て
い
た
時

期
で
、
長
女
の
小
学
校
入
学
も

重
な
り
地
域
で
何
か
役
に
立
ち

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
つ

く
た
ま
情
報
紙
で
は「
エ
リ
ア
」

に
焦
点
を
当
て
た
大
宮
特
集

号
制
作
に
携
わ
り
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、

そ
の
後
の
芸
術
祭
や
友
人
の
住

み
開
き
活
動
等
へ
の
参
加
に
も

繋
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
培
っ

た
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
私

に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
す
。
つ
く
た
ま
で
は
、

地
域
で「
こ
の
N
P
O
の
存
在

が
あ
っ
て
良
か
っ
た
、助
か
っ
た
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
存
在
で
あ

る
よ
う
、邁
進
し
た
い
で
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
の
街
区
公

園
整
備
に
つ
い
て
、
大
学
な
ど

の
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り

入
れ
た
い
と
考
え
た
。
つ
く
た

ま
の
企
画
運
営
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、
芝
工
大
の
学
生

や
地
域
住
民
か
ら
も
多
様
な

公
園
の
提
案
を
し
て
い
た
だ
き

実
現
が
で
き
た
。
組
合
と
し
て

も
色
々
と
知
恵
を
出
し
て
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
ご
み
集
積

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
統

一
な
ど
を
進
め
、
保
留
地
の
処

分
も
順
調
に
実
施
で
き
た
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
令
和
4
年
度
の「『
ま
ち
づ

く
り
ア
ワ
ー
ド〈
功
労
部
門
〉』

に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

見
沼
田
圃
で
営
々
と
農
業
を
し

て
き
た
農
家
に
対
す
る
尊
敬
を

基
本
と
し
て
、
市
民
田
ん
ぼ
の

運
営
を
し
て
い
る
。
利
根
川
か

ら
取
水
さ
れ
た
水
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
し
て
東
京
湾
へ
送
り
出

す
の
も
都
市
住
民
と
し
て
の
責

任
だ
と
思
う
。
こ
こ
で
の
活
動

で
は
漸
く
農
家
の
方
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
い

き
、
将
来
も
踏
ま
え
た
話
が
で

き
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
斜
面

林
の
健
康
を
戻
す
た
め
の
皆
伐

と
植
樹
と
い
う
本
来
の
斜
面
林

の
役
割
を
果
た
す
方
針
に
向
け

て
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
半
公
共
空
間
が
住
み

や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

つ
く
た
ま
の
メ
ン
バ
ー
に
も
更

に
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

Interview

Comment

Interview

InterviewInterview

猪越みさきさん

石田 武さん

藤倉信之さん / 若山一彦さん
市職員元組合理事長

認定NPO法人 水のフォルム理事長 つくたま正会員

つくたま理事・正会員

こうぬま・水と緑を楽しむ会代表

福田雄亮さん藤原悌子さん

はらいち台自治会の地区計画に関わる

上尾市大谷北部第四土地区画整理組合の
特徴的な公園づくり業務の事例

このエリアで
子育てをして、活動して

つ く た ま が 繋 ぐ 人 々 の 思 い
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埼京線・新幹線の高架構造物が見える。

住民の活動拠点である集会室で歴代の会長にお話をお聞きする。

通過する新幹線の高架物が見える団地風景

公園のごみ集積ステーションはお洒落なデザインで統一。

身体のチェックができる器材が整備されているフィットネスパーク。

親子連れが楽しく参加する観察会

管理受託している斜面林から田んぼを見る。

シラザキと一緒に稲刈り



過去の主な実績及び現在の取組み
コーディネート、ファシリテート事業
協働のまちづくりの現場で、活動運営のマ
ネジメント役を担い、コーディネートやフ
ァシリテートをしています。
さいたま百景改訂版作成に向けた活動／さい
たま・まちプラン市民会議／UDCO、UDCMi

（アーバンデザインセンター大宮、美園）との連
携／氷川の杜まちづくり協議会／JR環境空間「河
童の森づくり」に関する支援／芸術祭レガシー市
民サポーター事業／上尾市大谷北部第二地区町
界町名変更検討協議会支援

普及、人材育成事業
参加と協働のまちづくりの普及と、人材研
修セミナーの企画運営、講師派遣などを実
施しています。
つくたま塾／研修旅行

市民活動支援事業
住民組織や市民活動団体による、自主的な
まちづくり活動を支援しています。
大宮公園駅周辺地域景観まちづくり協議会の活
動支援／サステナブルさいたま研究会／芸術文
化を活かした地域活性化事業～美術と街巡り・浦
和

その他の事業
委員会、審議会、協議会への委員参加など

正会員 ｜ 年会費10,000円
当会の趣旨に従って事業に主体的に参画し
ていただける個人の方。法律上NPO法人
の「社員」となります。年一回開催される
総会において表決権を有します。

賛助会員 ｜ 年会費1口3,000円
当会の趣旨に賛同し、資金的な支援をいた
だける個人または法人の方。法律上NPO
法人の「社員」ではありませんが、当会から
情報提供を受けられます。

情報発信事業
まちづくりに関する情報発信を、紙面、イ
ンターネット、イベント等を通じて実施し
ています。
Webサイト、FBの運用／つくたま情報紙の発行
／ハムブックプロジェクト

調査及び研究事業
埼玉県内、さいたま市周辺のまちづくりに
関して、行政とのパートナーシップや他団
体との連携、さらには自主的な取組みも含
めて調査や研究事業を実施しています。
埼玉県景観整備機構活動（景観DBの活用を含む）
／岩槻まちづくりマスータプラン推進業務／上
尾市区画整理公園実施設計業務／継続的なバリ
アフリー化検証活動／区民会議検証プロジェク
ト／見沼田んぼ景観形成ビジョン研究会／高沼
用水ネットワーク会議への参加

発行日｜2022年11 月1日
編集｜つくたま編集委員会　
発行｜都市づくりNPOさいたま
住所｜〒336-0917
埼玉県さいたま市緑区芝原2-16-21

（地域生活デザイン内）
Tel & Fax｜048-876-1782
Mail｜jimu@tsukutama.info
HP｜http://www.tsukutama.info
デザイン｜CHICACU Design Office & Bookstore

令和4年度さいたまマッチングファンド団体希望助成事業

本誌をご覧いただいた感想、またはつくた
まの活動についてのお問い合わせは、右の
フォームよりお聞かせください。

「つくたまの20年  市民主体のまちづくり」
読者アンケートのお願い

都市づくりNPOさいたま（愛称：つくたま）は、市民のまちづくりへの参加を支援し
まちづくりの新たな価値を提案し、具体的まちづくり活動を実践して、
市民がまちづくりの中心にある社会を目指します。

HP Youtube Facebook

正会員、賛助会員を
募集しています。


